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文教福祉委員会会議録 

 

平成２７年６月３０日 火曜日 

  午前１０時００分開議 

  午後 ０時４５分閉議（実時間１４１分） 

                              

○本日の会議に付した案件 

１．議案第５３号・平成２７年度八代市一般会

計補正予算・第１号（関係分） 

１．議案第５４号・平成２７年度八代市介護保

険特別会計補正予算・第１号 

１．議案第５７号・専決処分の報告及びその承

認について（八代市国民健康保険税条例の

一部を改正する条例） 

１．議案第６５号・八代市介護保険条例の一部

改正について 

１．議案第６６号・八代市家庭的保育事業等の

設備及び運営に関する基準を定める条例の

一部改正について 

１．議案第６７号・八代市教育長の職務に専念

する義務の特例に関する条例の一部改正に

ついて 

１．議案第６８号・八代市いじめ問題対策連絡

協議会条例の制定について 

１．所管事務調査 

・教育に関する諸問題の調査 

  （八代市（中央）公民館体制の基本的方針 

   について） 

・保健・福祉に関する諸問題の調査 

                               

○本日の会議に出席した者 

委 員 長  中 村 和 美 君 

副委員長  西 濵 和 博 君 

委  員  友 枝 和 明 君 

委  員  橋 本 隆 一 君 

委  員  堀   徹 男 君 

委  員  堀 口   晃 君 

委  員  村 川 清 則 君 

委  員  百 田   隆 君 

 

※欠席委員         君 

                              

○委員外議員出席者中発言の許可を得た者 

君 

                              

○説明員等委員（議）員外出席者 

 

教育部長              宮 村 博 幸 君 
  教育部総括審議員兼 
            釜   道 治 君 
  次長 

  生涯学習課長    澤 田 宗 順 君 

  学校教育課長    渡 邊 裕 一 君 

  教育政策課長    宮 田   径 君 
 
 健康福祉部長兼 
            上 田 淑 哉 君 
 福祉事務所長 
 
  健康福祉部次長兼 
            山 田   忍 君 
  福祉事務所次長 

こども未来課長   白 川 健 次 君 

長寿支援課長    秋 田 壮 男 君 

国保ねんきん課長  小 川 正 芳 君 

                              

○記録担当書記     松 本 和 美 君 

 

（午前１０時００分 開会） 

○委員長（中村和美君） 皆さん、おはようご

ざいます。（｢おはようございます」と呼ぶ者あ

り） 

 それでは、定刻となり、定足数に達しており

ますので、ただいまから文教福祉委員会を開会

いたします。 

 本日の委員会に付します案件は、さきに配付

してあります付託表のとおりであります。 

                              

◎議案第５３号・平成２７年度八代市一般会計

補正予算・第１号（関係分） 

○委員長（中村和美君） 最初に、予算議案の

審査に入ります。 

 議案第５３号・平成２７年度八代市一般会計
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補正予算・第１号中、当委員会関係分を議題と

して、説明を求めます。 

 まず、歳出の第９款・教育費について、教育

部から説明願います。 

○教育部長（宮村博幸君） 委員長。 

○委員長（中村和美君） はい、宮村教育部

長。 

○教育部長（宮村博幸君） はい。改めまし

て、おはようございます。（｢おはようござい

ます」と呼ぶ者あり）教育部、宮村でございま

す。教育部に異動しまして、初の委員会という

ことで緊張しております。どうぞよろしくお願

いいたします。（｢お願いします」と呼ぶ者あ

り） 

 それでは、議案第５３号・平成２７年度八代

市一般会計補正予算・第１号中、第９款・教育

費総額は、２２８２万４０００円を計上いたし

ておりますが、経済文化交流部所管分を除きま

した１２４７万６０００円につきまして、釜教

育部総括審議員兼次長が説明をいたしますの

で、よろしく御審議お願いいたします。 

○教育部総括審議員兼次長（釜 道治君） 委

員長。 

○委員長（中村和美君） はい、釜教育部総括

審議員兼次長。 

○教育部総括審議員兼次長（釜 道治君） お

はようございます。（｢おはようございます」

と呼ぶ者あり）釜です。 

 補正予算書の説明に当たらせていただきま

す。座ってよろしゅうございますか。 

○委員長（中村和美君） はい、どうぞ。 

○教育部総括審議員兼次長（釜 道治君） よ

ろしくお願いいたします。 

 それでは、早速でございますが、説明に入ら

せていただきます。 

 議案第５３号・平成２７年度八代市一般会計

補正予算・第１号中、教育部所管分について説

明をさせていただきます。 

 予算書の７ページをお願いをいたします。 

 歳出の第９款・教育費に２２８２万４０００

円を追加し、補正後の額を５５億７５５６万６

０００円とするものでございます。 

 なお、補正額中、教育部が所管いたします金

額は１２４７万６０００円で、その他の額約１

０００万円は、経済文化交流部が所管をいたし

ます。 

 それでは、歳出の具体的内容について説明を

いたします。１６ページをお願いいたします。 

 １６ページの、款９・教育費、項２・小学校

費、目２・教育振興費でございます。 

 補正額が４５万５０００円、特定財源は全額

県委託金でございます。 

 これは、教育研究校推進事業（小学校）でご

ざいます。当初予算確定後に研究指定が決定し

たことから、今回の補正予算計上となっており

ます。２カ年の継続事業でございます。 

 学校における教育課程及び指導方法等につい

て調査研究を行い、もって学習指導の改善充実

及び教育課程の基準の改善に資することを目的

に、県から委託を受けて行うものでございま

す。 

 指定校は、八千把小学校で、研究主題は意見

や考えを交流し、お互いの読み、これは読み書

きの読みでございますが、読みを深め合う国語

科学習、サブタイトルとして、単元を貫く言語

活動を位置づけた指導法の工夫・改善でござい

ます。 

 節の区分ごとの内容といたしましては、報償

費３万円は講師謝礼、旅費２８万２０００円は

文部科学省が開催します連絡協議会や、研究協

議会への出席及び先進校視察が主なもので、需

用費１４万３０００円は消耗品費や印刷製本費

が主なものでございます。 

 次に、項３・中学校費、目２・教育振興費で

ございます。 

 補正額が７０万円、特定財源は全額県委託金
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でございます。 

 これは、教育研究校推進事業（中学校）でご

ざいます。平成２７年度に入り研究指定が決定

したことから、今回の補正予算計上となってお

ります。２カ年の継続事業でございます。 

 この事業は、子供たちみずからが考えた主体

的な取り組みや、学校・家庭・地域の連携によ

る支援体制の充実により、いじめを許さない環

境づくりを推進することを目的に、県から委託

を受けて行うものでございます。 

 今回は、八代地区が指定を受け、鏡中学校を

指定校として、子供たちによるいじめ防止推進

事業に取り組みます。 

 節の区分ごとの内容としましては、報償費１

０万５０００円は、命を大切にする心を育む教

育講演会や、校内研修の講師謝礼が主なもの

で、旅費３万９０００円は講師招聘及び先進校

視察に要する経費、需用費７万１０００円は消

耗品費が主なもので、役務費１７万７０００円

はいじめ防止啓発用の懸垂幕、のぼり旗に要す

る経費であり、委託料２７万６０００円はいじ

め問題の未然防止や、早期発見等に活用できる

ｈｙｐｅｒＱＵアンケートに要する経費、使用

料及び賃借料３万２０００円は、リーダー研修

に要する経費でございます。 

 次に、項７・社会教育費、目１・社会教育総

務費でございます。 

 補正額が１１３２万１０００円、特定財源４

９万７０００円は県補助金、１０５０万円は自

治総合センターコミュニティ助成事業助成金で

ございます。 

 補正額の事業費内訳は、学校・家庭・地域の

連携協力推進事業が８２万１０００円、自治総

合センターコミュニティ助成事業が１０５０万

円でございます。 

 事業ごとの内容について説明いたします。 

 まず、学校・家庭・地域の連携協力推進事業

でございます。平成２７年度に入り、県の実施

要領が施行されたことから、今回の補正予算計

上となっております。 

 これは、新規事業である地域未来塾を活用

し、家庭での学習が困難、学習習慣が十分に身

についていない、あるいは近くに塾がなく学習

塾に通えない等の生徒への学習支援を行うもの

で、平成２７年度はモデル的に地理的理由から

学習支援を受けにくい生徒への支援を行うもの

でございます。 

 対象校は、二見中学校、坂本中学校で、二見

中学校につきましては中学３年生を、坂本中学

校につきましては全学年を対象に、年度末まで

それぞれ３０回の開催を計画しております。 

 特定財源といたしまして、県補助金４９万７

０００円を充てております。 

 次に、自治総合センターコミュニティ助成事

業でございます。平成２７年３月に事業採択さ

れたことから、今回の補正予算計上となってお

ります。 

 これは、財団法人自治総合センターのコミュ

ニティ助成金を活用し、老朽化している鏡町大

還公民館コミュニティセンターの建てかえに対

し、補助を行うものでございます。 

 事業主体は、鏡町大還自治会、総事業費は２

２７２万１０００円、助成金額は１０５０万円

でございます。 

 次に、節の区分ごとの内容について説明いた

します。報償費３３万円は、学習支援員謝礼、

旅費３１万２０００円は学習支援員の交通費、

需用費９万９０００円は消耗品費、役務費６０

００円は連絡用通信費、委託料７万４０００円

は会場使用に伴う所要経費でございます。 

 以上は、全て、学校・家庭・地域の連携協力

推進事業分であります。 

 次の、負担金補助及び交付金１０５０万円

は、大還自治会へのコミュニティ助成金でござ

います。 

 以上が、教育部が提案をいたしております補
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正予算の内容でございます。御審議のほど、よ

ろしくお願いいたします。 

○委員長（中村和美君） はい、終わりまし

た。 

 以上の部分について、質疑を行います。質

疑、ありませんか。 

○委員（堀口 晃君） 委員長。 

○委員長（中村和美君） はい、堀口委員。 

○委員（堀口 晃君） はい。説明の中で、学

校・家庭・地域の連携協力推進事業、この中

で、二見と坂本を選ばれた理由、それと二見に

ついては３学年だけ、しかも、それと坂本は全

学年という、こういうふうに区分けをする、確

かに、モデル的にこうされるというお話ではあ

りましたけども、その辺の二見と坂本を選ばれ

た理由と、学年がなぜ全学年じゃないのかとい

う部分、この辺のところをちょっとお聞かせい

ただきたいと思います。 

○教育部総括審議員兼次長（釜 道治君） は

い。 

○委員長（中村和美君） はい、釜次長。 

○教育部総括審議員兼次長（釜 道治君） は

い。まず、説明の中で、モデル事業という表現

を使わせていただきました。今年度、国・県の

制度化という形で、新規事業としてなされてお

ります。 

 よって、今年度につきましては、県内でも大

体初年度として３０カ所ぐらいを計画をしたい

というところからスタートしておりまして、そ

ういう県の補助枠も含めますと、大体私ども八

代地域で、大体２カ所前後が１つのメルクマー

ルとなるということで、この事業のまず数を設

定をいたしております。 

 そして、坂本中学校、二見中学校について

は、今回のテーマが、いわゆる学習習慣の確立

でありますとか、基礎学力の定着ということを

目指す中で、学校として坂本中学校につきまし

ては火曜と木曜日にほかの曜日と授業のスケジ

ュールを変えまして、約、既に週に２回ほど、

３０分から４０分ぐらい自主学習の授業の取り

組みをなされておられます。 

 二見中学校におきましても、学校が終わりま

して、大体クラブ活動が終わるまでの時間につ

いて、自主学習ができるような取り組みを今、

先進的にやっておられるという、そういう環境

がございます。 

 そういうところから、学校としても、ぜひこ

の事業を活用したいというようなお話もござい

ました。 

 それと、地理的な理由ということからしまし

ても、なかなか近所にそういう学ぶ機会という

面で見た場合に、ほかの校区と違いましてその

活用が少ないと、いわゆる例えば塾とか、そう

いうことの活用が少ないというような状況もあ

りました。 

 そういう状況の中から、二見と坂本をまずモ

デル的に今回決定させていただいております。 

 そういう中で、二見中学校につきましては、

３年生を大体、夏休みに入りまして、３年生に

絞って、ほかの学年は自主学習をやりますの

で、３年生について学習支援のお力もかりなが

ら、基礎学力の充実を高めていきたい、そうい

う自主学習の形態として二見中学校から３年を

御希望でございました。 

 それと、坂本中学校については、週に２回全

学年図書室を活用してとか教室を活用してと

か、そういう中でございますので、その中で１

回３学年とも自主学習に続けた状態としてプラ

ス１時間ぐらい、その学習の場をつくるという

ような形で行いたいと、そういう要望もござい

ました。 

 要は、モデル的な形として、今、学校として

もそういう努力を重ねたいという御要望のとこ

ろの選定、そしてそこに一番合った形での今回

時間の設定、対象者の設定をさせていただいた

と、そういう経緯でございます。 
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○委員（堀口 晃君） 委員長。 

○委員長（中村和美君） はい、掘口委員。 

○委員（堀口 晃君） はい。大体内容はわか

りました。しかし、八代市の中においての中学

校という部分ではたくさんあろうかと思います

けども、今のお話ではもう二見中学校と坂本中

学校をもうピンポイントでそこを推されてると

いうような、そういう説明だったかと思います

けど、公募なんかはなかったんですかね。皆さ

ん方に公募をするとか、どっか手挙げませんか

っていう、この事業について手挙げませんかっ

ていうことはなかったのか。 

○教育部総括審議員兼次長（釜 道治君） は

い。 

○委員長（中村和美君） はい、釜教育部次

長。 

○教育部総括審議員兼次長（釜 道治君） は

い。私が聞いておるところでは、いわゆる一斉

に公募をしたというようなことはございません

でした。１つには、新しく新年度に入りまして

要領が設置されたというふうなところもござい

ますし、先ほど申しましたように、現在の取り

組みを一つのモデルとして活用したいというよ

うなこと、そういうことから、この事業を、こ

れは今後の予算の関係もございますけれども、

国としましてはできるだけこういう自主学習や

基礎学力を伸ばすような施策を、拡充をしてい

きたいというような狙いもございますので、そ

ういう意味から、今回この制度の趣旨により近

いというふうなところを、こちらから学校とも

相談をさせて、まずは取り組みを始めさせてい

ただいたと。 

 ですから、今回の１年間の結果については、

当然それをまた検討・検証しまして、今後の活

用にどうつなげていくのか、そういうところも

含めた検討をしていきたいというところで今取

り組んでおる最中でございます。 

○委員（堀口 晃君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、掘口委員。 

○委員（堀口 晃君） はい。まあ、モデルと

いうことでございますので、そこのところは今

後推進をしていかれるということで、了解させ

ていただきます。 

 そこの中でですね、学習支援員の謝礼という

ことで、費用弁償も入ってるんですが、この学

習支援員というのはどちら様がお見えになるの

か、具体的に誰がどういうふうな形で子供たち

に教育をなさるか、その辺ちょっとお聞かせく

ださい。 

○生涯学習課長（澤田宗順君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、澤田生涯学習

課長。 

○生涯学習課長（澤田宗順君） 生涯学習課、

澤田です。 

 この支援員の方には、どちらかと申しますと

学校のＯＢの方を（｢ＯＢ」と呼ぶ者あり）使

ってですね、お願いをして、取り組んでいただ

けるように考えております。 

○委員長（中村和美君） はい、掘口委員。 

○委員（堀口 晃君） はい。学校ＯＢって、

教員、先生じゃないんですか。学校ＯＢってど

ういうことですか。 

○委員長（中村和美君） はい、具体的に。澤

田生涯学習課長。 

○生涯学習課長（澤田宗順君） はい。学校を

退職された教員、先生方ということでございま

す。 

○委員（堀口 晃君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、掘口委員。 

○委員（堀口 晃君） その中においては、い

ろんな学科というか、科目があろうかと思うん

ですけども、それを全部網羅するような形で

の、何人か体制をとられて、例えば英語の専

門、数学の専門というふうなところでされるの

か、もしくは１人の方が全ての教科を担当され

るのか、その辺についてはどうなんですか。 
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○生涯学習課長（澤田宗順君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、澤田生涯学習

課長。 

○生涯学習課長（澤田宗順君） はい。いろん

な教科があろうかというふうに思っておりま

す。ということで、一応学校と協議をしなが

ら、どういう、この時間にどういう先生を宛て

がえばいいかというところもですね、調整をし

ながら、支援員にお願いをするという形で考え

ております。 

○委員（堀口 晃君） 委員長。 

○委員長（中村和美君） 掘口委員。 

○委員（堀口 晃君） それでは、何名ぐらい

を今想定されて、例えば二見中学校の３学年に

対して何名、そして坂本の中学校の全学年に対

して何名という部分でちょっと教えていただき

たいです。 

○委員長（中村和美君） よかですか。 

○生涯学習課長（澤田宗順君） はい。 

○委員長（中村和美君） 澤田生涯学習課長。 

○生涯学習課長（澤田宗順君） 人数につきま

しては、これから県の教育事務所それから学校

教育課とも協議、相談しながら進めてまいると

いうことになります。 

 大体そういうところで、日々検討を進めてい

るところです。 

○委員（堀口 晃君） 委員長。 

○委員長（中村和美君） はい、掘口委員。 

○委員（堀口 晃君） はい。それではです

ね、この６４万２０００円の積算根拠、学習支

援員の謝礼また費用弁償と出てますけども、６

４万２０００円、これについての人数がわから

ないのに、この６４万２０００円という積算は

どうやってやったんですか。 

○委員長（中村和美君） はい、澤田生涯学習

課長。 

○生涯学習課長（澤田宗順君） はい。これは

１回当りの先生をカウント１としまして、年間

二見中学校については夏休みの時期から３月ま

で、それから坂本中につきましては９月から３

月までということで、延べ大体３０回程度とい

うことで入れております。 

 で、県の積算の中に１回当りの額として、２

万６０００円という単価がございますので、そ

れと３０回という回数で積み上げたものであり

ます。 

○委員長（中村和美君） はい、掘口委員。 

○委員（堀口 晃君） えっ、１回当り２万６

０００円。（生涯学習課長澤田宗順君「ああ、

ごめんなさい」と呼ぶ） 

○委員長（中村和美君） はい、どうぞ。澤田

生涯学習課長。 

○生涯学習課長（澤田宗順君） ２６００円で

す、済いません、申し訳ございません。 

○委員（堀口 晃君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、掘口委員。 

○委員（堀口 晃君） １回当り２６００円を

お支払いをされて、大体３０分から４０分程度

というふうなことで、教員は何人するのかはわ

からない、それは例えばずっと１人で３０回さ

れるっていう状況もあろうし、２人でされるっ

ていう状況もあろうし、３人という状況もある

っていう、例えば１回１回全部違うという状況

の中で、３０人がそこに張りつくっていう状況

もあるわけですか。 

○委員長（中村和美君） はい、釜教育部次

長。 

○教育部総括審議員兼次長（釜 道治君） は

い。先ほどは人選のこともありましたので、今

後協議させていただきますという答弁したんだ

ろうと思いますが、いわゆる二見中学校では３

年生を対象に、いわゆる１カ所でやります。

と、坂本中学校では各学年で３カ所でやります

ということですから、あくまでも１カ所につい

て基本的１人の学習員についていただくという

ようなことでございます。 
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 ですから、それをもとに、それを７月夏休み

から３月ぐらいまでやりますので、その回数が

３０回ということで補助単価を計算して、先ほ

どの、委員もおっしゃった金額の積算をいたし

ておるというようなことでございます。 

○委員（堀口 晃君） はいはい、わかりまし

た。 

 はい。 

○委員長（中村和美君） はい、掘口委員。 

○委員（堀口 晃君） はい、済いません。ち

ょっと長くなりましたけども、この中について

はですね、説明の中において地理的理由、経済

的理由で、家庭での学習が困難という部分が１

つ、それと学習習慣が十分身についていない、

あるいは塾に通えないという、そういう部分で

のモデルケースとして、今２つの中学校を選ん

でるわけなんですけども、今後ですね、ここ１

年終わって、今後のことはまだわからないかも

しれませんが、今後このような形をそれぞれの

ところでとっていかれる予定はあるのかどう

か、その辺をちょっとお聞かせいただきたいと

思います。 

○教育部総括審議員兼次長（釜 道治君） は

い。 

○委員長（中村和美君） はい、釜教育部次

長。 

○教育部総括審議員兼次長（釜 道治君） は

い。要はこの制度自体ができた本質的な問題に

つきましては、いわゆる基礎学力の定着という

のが非常に大切であると。そのためにも学習習

慣、家庭での学習習慣等をつけることが非常に

大切だと、そういう基礎学力がなかなかないこ

とをもって、自分に自信がなくなったり、不登

校の原因になったりと、そういう全国な傾向も

ございますので、こういう制度を地域の中で頑

張ってやっていこうというようなことがこの設

置の趣旨でございます。 

 そういう意味から、基礎学力とか地理的な問

題でそういう機会が少ないというふうなお話を

させていただいたところでございます。 

 ただ、これは、要は都市部であろうが、例え

ば都市部から離れた学校であろうが、そういう

問題は当然抱えておるというようなことでござ

いますので、狙いとしてはそれをなるべく広げ

ていこうというのが狙いにございます。 

 ただ、そういう中で、当然今回も大体国・

県・市でおおむね３分の１ずつ負担をするとい

うことでございますので、そういう予算の関係

もございます。 

 そういう意味から、同じところをずっとした

ほうがいいのか、大体予算枠がある程度、もう

ちょっとふえることは可能だと思いますが、そ

ういう中でこの一、二年はこういうエリアでや

ってみたらいいのかとか、そういうような学校

の選定についても、いろいろ今後のモデルも含

めた中で、やっていければなというような考え

方でおるところでございます。 

 なかなか全てをやるというのは財政的にもち

ょっと厳しいということも考えられますので、

しっかりこの一、二年は見ていきたいというふ

うに思っております。 

○委員（堀口 晃君） はい、わかりました。 

 はい。 

○委員長（中村和美君） はい、掘口委員。 

○委員（堀口 晃君） はい。これから要望に

なるんですけども、ある特定の地域というふう

なところになると、どうしても公平性に欠ける

のかなというようなとこ、今次長がおっしゃら

れましたように、都市部でもそういう部分は確

かにあるわけですから、都市部も含めてです

ね、八代市全体的に、基礎学力の向上というこ

とが目的ならば、その部分に特化したような状

況で、地域にかかわらずですね、ぜひこの辺を

進めていっていただければというふうに思いま

す。 

 以上です。 
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○委員長（中村和美君） はい、ほかにござい

ませんか。 

○委員（村川清則君） ちょっと確認して。 

○委員長（中村和美君） はい、村川委員。 

○委員（村川清則君） 説明の中で、近くに塾

がなく、学習塾に通えない生徒への支援を行

う、今の学校教育というのはもともと塾ありき

なんですか。基本的なところ。 

○教育部総括審議員兼次長（釜 道治君） は

い。 

○委員長（中村和美君） はい、釜教育部次

長。 

○教育部総括審議員兼次長（釜 道治君） も

ともとどうかということに対する御返答は、ち

ょっと私では難しいんですが、ただ当然学校教

育の中で今回いろんな国語科の研究指定も受け

ておりますけれども、いろんな角度で子供たち

の学力をやっぱり向上させていかなんというこ

とで、学校としては一体となって取り組んでお

るところです。 

 ただ、いろいろ以前と違いまして、子供を取

り巻く環境が非常に変わってきておると。いわ

ゆる、例えば以前家庭で保護者が一緒になって

指導できたようなこともあるかもしれません

が、御案内のとおり、共働きの世帯がふえた

り、単身的な世帯もふえたりとか、そんないろ

んな状況もございます。 

 そういう意味から、そこでのマイナス的なと

ころをどうにかプラスに転じれぬのかというふ

うなことでございます。 

 で、塾に行くことを前提にというのは、当然

していないと思いますが、実際、結構高い割合

で塾に子供たちが通っておるというようなとこ

ろは見受けられておるのが現状の評価だと思い

ます。 

 そういう意味から、都市部に比べますと、都

市部から離れたところの子供さんたちは、最大

限親の協力がないとそういう塾にも通えないち

ゅうところもございまして、その通塾率もパー

セント的には非常に低いと、そういう面も見受

けられます。 

 そういう意味からも含めて、総合的に今回こ

の事業に取り組ませていただいておるというと

ころです。 

○委員長（中村和美君） はい、村川委員。 

○委員（村川清則君） 学校のカリキュラムに

対して、授業時間あたりがついていかないとい

うんであれば、週５日制の弊害じゃないんかな

と、そういうことも思うんですけれども。まあ

釈然としませんけれども、理解いたします。 

○委員長（中村和美君） はい。ほかはありま

せんか。 

○委員（百田 隆君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、百田委員。 

○委員（百田 隆君） これは単なる地理的条

件だけからですかね、この事業は。 

○教育部総括審議員兼次長（釜 道治君） は

い。 

○委員長（中村和美君） はい、釜教育部次

長。 

○教育部総括審議員兼次長（釜 道治君） 地

理的な条件というのも大きな制度を設計された

ときの趣旨としてございます。 

 ほかには、例えば経済的な面も含めて、なか

なか塾に行けないというようなことも、要素の

中にはございました。 

 それと、なかなか家庭の中で学習する場も得

にくいというようなことも見られると。そうい

ういろんな要素を含めて、子供たちの学ぶ環境

づくりをやりたいというようなのがこの趣旨、

設立の意味でございます。 

○委員長（中村和美君） はい、百田委員。 

○委員（百田 隆君） だったらやっぱり、都

市部でもこれは考えられることですね。（教育

部総括審議員兼次長釜道治君「はい」と呼ぶ） 

 はい、わかりました。 
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○委員長（中村和美君） はい。ほかはありま

せんか。 

○委員（西濵和博君） 委員長。 

○委員長（中村和美君） はい、西濵副委員

長。 

○委員（西濵和博君） はい。この事由に関連

して私もお尋ねしたいと思うんですが、今回は

国の新たな取り組みということで、県内で３０

程度が考えられるという中で、八代地区で２校

モデルということで、こういう取り組み、積極

的にですね、手を挙げられたこと自体、私、評

価したいというふうに思います。 

 私も、視点としては地域的な課題ばかりでな

く、やはり今叫ばれてる子供の貧困連鎖、それ

をいかに地域社会で見守って国の意向をかなえ

るかということが大事な見方かなというふうに

思う中で、確かに次長お話しの経済的理由も一

つの要素となっているということでございます

ので、今回、八代市がこの事業に手を挙げる検

討のプロセスの中で、限られた時間だったと思

うんですが、経済的理由をもっての視点で御検

討なされたところはありますかというのが１つ

と、もう１点は、熊本県の３０カ所ぐらいの中

で、他の自治体で経済的理由をもって事業に取

り組まれてるところがあるかないか、あるいは

その箇所数を教えていただければと思います。 

 以上、２点お願いします。 

○教育部総括審議員兼次長（釜 道治君） は

い。 

○委員長（中村和美君） はい、釜教育部次

長。 

○教育部総括審議員兼次長（釜 道治君） は

い。他市での取り組みについては、恐縮です

が、事業をスタートさせたという趣旨の確認ま

ではいたしておりません。いわゆる制度の趣旨

をベースにしておるんではなかろうかというふ

うに思っております。 

 それと、経済的な理由ということで、個々の

地域云々ということについてはわかりません

が、ただ教育委員会でも所管しております準要

保護世帯への支援率といいますか、支援世帯数

というのは、最近やはり増加傾向にあるという

ようなことは、数値として出ております。 

 そういう意味から、やはり経済的な世帯の状

況の差というか、そういうものも背景としてあ

るというふうに考えております。 

○委員長（中村和美君） はい、西濵副委員

長。 

○委員（西濵和博君） はい。今後の課題とし

てお取り組みいただきたいなと願いを込めて質

問させていただきたいんですが、御承知のとお

り生活困窮者自立支援法が施行されまして、こ

れは健康福祉部のほうでも既にですね、その法

に基づいた取り組みをスタートさせていらっし

ゃるわけなんですが、生活保護世帯ばかりでな

く、いわゆる制度のはざまになっている例えば

準要保護の子供さんあたりも救えれば、手を差

し伸べればどうかと思います。 

 行政においては、市長部局それから教育委員

会と、それぞれかかわり方は違うかもしれませ

んけれども、今回せっかくこういう取り組みを

八代市としてスタートされていらっしゃいます

ので、今後に向けてですね、健康福祉部との連

携だとか、あるいは学校地域応援団ですかね、

ここでも八千把あたりでは地域の力を活用した

子供たちへの教育などもなされているモデル的

なところもあるかと思います。生涯学習課、十

分御承知でいらっしゃいますので、そういった

ところを予算がなくても地域に定着して志ある

大人がそういう子供さんたちに手を差し伸べら

れるような風土をですね、つくっていただくよ

うな方向で御検討いただければと思いますが、

いかがでしょうか、健康福祉部の連携とかの観

点につきましては。 

○教育部長（宮村博幸君） はい、委員長。 

○委員長（中村和美君） はい、宮村教育部
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長。 

○教育部長（宮村博幸君） はい。今、西濵委

員からありましたように、健康福祉部のほうと

もそういう生活困窮者、制度的なですね、はざ

まの皆さん方のことあたりとも、健康福祉部の

ほうとも協議をいたしまして、広く行き渡るよ

うなことを考えてまいりたいと思います。 

○委員長（中村和美君） いいですか。はい、

西濵副委員長。 

○委員（西濵和博君） はい、よろしくお願い

します。 

○委員長（中村和美君） はい。ほかはありま

せんか。 

○委員（堀口 晃君） 委員長。 

○委員長（中村和美君） はい、堀口委員。 

○委員（堀口 晃君） はい。教育研究校の推

進事業の中学校のほうなんですけども、これに

ｈｙｐｅｒＱＵ。（｢ｈｙｐｅｒ、はい、Ｑ

Ｕ」と呼ぶ者あり）ＱＵでいいんですかね。ど

ういう言い方するのか、わからない、今先ほど

説明では、安定というふうにおっしゃられたん

ですが、講師の謝礼とかよりも非常に金額的に

は大きなというふうに思ってるんですが、この

このｈｙｐｅｒＱＵというこの委託はどういう

ものなんでしょうか。 

○教育部総括審議員兼次長（釜 道治君） は

い。 

○委員長（中村和美君） はい、釜教育部次

長。 

○教育部総括審議員兼次長（釜 道治君） は

い。まず、Ｑ―Ｕというのと、今回ｈｙｐｅｒ

ＱＵという、そのものを今回指定研究校には取

り入れるということなんですけれども、まずＱ

―Ｕテストにつきましては、やる気のあるクラ

スをつくるためのアンケート、そして居心地の

よいクラスにするためのアンケート、こういっ

たアンケートをする中で、生徒個々の学級生活

における満足感とか、学校生活における意欲で

すね、そういったものを分析することで、不登

校になる可能性の高い生徒の早期発見でありま

すとか、いじめの発生・深刻化の予防、そうい

ったものに活用するということでございます

が、ｈｙｐｅｒＱＵにつきましては、それに加

えまして日常の行動を振り返るアンケート、ソ

ーシャルスキル関係の項目が入ってまいりま

す。いわゆる対人関係の基本的なマナーやルー

ルが守られているかという配慮に関する問題と

か、人とのかかわるきっかけや関係の維持がで

きるかというそのかかわりについて、そういう

項目がふえることで、さらに先ほど申しました

いじめや不登校、そして学級崩壊の予防とか、

よりよい学級集団づくりに活用するためのいろ

んな指標を出すということと、それをｈｙｐｅ

ｒの場合は生徒変革用の個人票が附属されてお

りますので、生徒自身へのフィードバックも可

能であると。 

 そういうような形で、このＱ―Ｕないしｈｙ

ｐｅｒＱＵというのは、今全国的にも広く活用

されておる制度でございます。 

 そういう中で、本市としましては、中学校１

年生については既に当初予算で１回分の委託料

を組んでおります。で、今回、研究指定という

ことで鏡でございますから、これを年に２回行

うということで、１年生のプラス１回部分と、

２年、３年生の２回分ずつを今回予算化をさせ

ていただいておるというようなことで、その所

要経費を今回お願いをいたしておるというとこ

ろでございます。 

○委員（堀口 晃君） 委員長。 

○委員長（中村和美君） はい、堀口委員。 

○委員（堀口 晃君） はい。私が聞きたいの

はですね、アンケートというと、我々が自分た

ちでつくった部分で、その中で子供たちにアン

ケートをとって、それを集計して、それの方向

性というふうな部分を見きわめるというふうな

ところになるんだろうと思う。 
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 で、委託をしなければならない、なぜ委託を

しなければならないのか、その辺の効果がそれ

だけあるのか、自分たちでやることと委託をす

るという部分について、どのような違いがある

のか、その辺についてちょっとお聞かせくださ

い。 

○学校教育課長（渡邊裕一君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、渡邊学校教育

課長。 

○学校教育課長（渡邊裕一君） はい。失礼い

たします。学校教育課長の渡邊でございます。

よろしくお願いいたします。 

 ｈｙｐｅｒＱＵそれからＱ―Ｕに関するお尋

ねかと思いますけども、数年前からＱ―Ｕの実

施を中学１年生で全生徒に対して行っておりま

す。先ほど次長のほうから説明がありましたよ

うに、子供たちが学級の中でどのような状況に

あるのか、学級担任に言えない部分、話せない

部分もこのアンケートによって見えてくる部分

がございます。 

 で、相談体制をしっかりとっていますもの

の、子供たちの内面をより深く、全国的なＱ―

Ｕによってつかむことができております。 

 学校ではいじめアンケートですとか、いろい

ろな形で県の様式あるいは学校で考えた様式で

やっておりますけども、それだけではまだまだ

不十分ということで、この非常に全国的に確立

された方法で学級の中での位置、それから心理

的な位置ですね、さらには個人の悩み等もつぶ

さに見てとれるということで、各学校がこれを

分析をして、それぞれの子供に対する教育相談

に当てたり、学級経営に今効果を発揮しようと

努力して研究をしているところでございます。 

 以上です。 

○委員（堀口 晃君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、堀口委員。 

○委員（堀口 晃君） はい。ありがとうござ

いました。その中でですね、今全国的にも普及

して、もうどんどん活用しているという状況が

あって、このＱ―Ｕをやることによってのメリ

ットと、自分ところでつくる自社アンケートと

いうか自校アンケートという部分の違いで、具

体的に何かお示しいただけるものがございます

か。 

○委員長（中村和美君） はい、渡邊学校教育

課長。 

○学校教育課長（渡邊裕一君） 学級の中での

相関図みたいなものがですね、例えば４０人の

学級の中での位置というのが、非常に意欲を持

っている、あるいは意欲が少ない、あるいは侵

害といいますか、いじめを受けているおそれが

あるとかないとか、そういったものをグラフ等

であらわすようになっております。 

 これが自前のアンケートではなかなかそこま

では出ません。さらにこれを２回実施するとい

うことで、１学期、５月、６月に１回、さらに

は１１月、１２月にもう１回ということで、学

級の中での変容を見るということがグラフ化に

よってできますので、その子供がこの半年間の

中でどのように気持ち、心理的に変容したの

か、人間関係が変化したとかが見てとれること

ができますので、今度委員のほうにですね、そ

ういった具体的な資料をお示ししてごらんいた

だこうかと思っております。 

○委員（堀口 晃君） わかりました。 

○委員長（中村和美君） はい、堀口委員。 

○委員（堀口 晃君） はい。私自体、金額の

ところの部分だけではなくて、自分ところでで

きるものについては、自分ところでアンケート

をとって、子供たちをよりよく身近に感じると

いう状況が必要ではないかなというふうに思っ

たものですから、今ちょっと質問させていただ

きました。 

 後で資料をいただけるということではござい

ますので、はい。よろしゅうございます。 

○委員長（中村和美君） はい。ほかはありま
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せんか。はい、西濵副委員長。 

○委員（西濵和博君） はい。私も教育研究校

推進事業小学校と中学校、この件についてお尋

ねしたいんですが、それぞれ今回の補正予算額

が小学校では４５万５０００円、それから中学

校では７０万円というふうにお示しされており

ます。 

 この金額の根拠、算定根拠をお尋ねしたいと

いうのと、もちろんこの事業をするためには、

どういった経費が対象になるかというのが定め

られているというふうに思いますが、実際この

事業を行う上において、これ以外に必要となる

経費は想定されませんでしょうか。 

 以上、２点、お尋ねいたします。 

○教育部総括審議員兼次長（釜 道治君） は

い。じゃあ、まず……。 

○委員長（中村和美君） はい、釜教育部次

長。 

○教育部総括審議員兼次長（釜 道治君） ま

ず、今回、先ほどの予算説明の中でも全額県の

委託金を充てておるということでございます。

で、その中で、当然必ずこの項目はやるべきと

いうような項目については、具体的な各学校の

取り組みの事業化の中で入れております。で、

事業分はそういう部分。 

 そして、旅費につきましても、基本的にはこ

の事業、この事業、この事業については全額補

助をいたしますというような構成に基本的にな

っております。 

 そういう意味から、委託を受けるに当たって

必要な項目については、全て組み込んでおると

いうことでございます。 

 で、その積算というようなお話がございまし

たが、積算の内訳については、先ほど予算の中

でお話をさせていただきましたが、たとえば中

学校のほうにつきましては、当然県の実施要領

が定められておりますので、事業の実施内容と

しまして一例を申し上げますと、いじめ防止に

向けた小・中学校、児童会、生徒会の地域リー

ダー研修、こういったものを行いなさい、また

地域の実態に応じ、学校・家庭・地域が連携し

た学校支援体制を構築しなさいというようなこ

と、それと児童会・生徒会が主体となったいじ

め防止の取り組みを事業化しなさい、仲間づく

りを主眼とした宿泊を伴う体験活動、そういっ

たものをやりなさい、そういった必要な項目が

ございますので、それを指定校で取り入れられ

るものは予算化をして、今回予算のお願いをい

たしたところです。 

○委員長（中村和美君） はい、西濵副委員

長。 

○委員（西濵和博君） はい。私が実はお尋ね

したかった背景がですね、こういう取り組みを

するに当たっては、当然、学校の先生方のかか

わり合いというのが出てこようかと思います。

で、これを年間で推し進めていくためには、当

然いわゆる日中の子供さんたちの御指導当たら

れる時間帯ではなかなかそういった時間の確保

って難しいと思いますので、現実的にはいわゆ

る勤務以外の時間帯といいますか、時間外とい

いますか、そういうところなくしては多分実施

というのは難しいのかなって思ったところでご

ざいます。 

 したがいまして、県のほうからはかくかくし

かじかの項目に対してはリクエストすれば、審

査の上、補助と認めましょうというのがありつ

つも、実際それに携わる人件費の部分ですね、

先生方の労力なくしてはできないかというふう

に思いますので、そこのところは言わずもがな

かもしれませんが、日常業務とは別途にこうい

う子供たちのために意義あるお取り組みをなさ

ることになりますでしょうから、既存の予算の

中でもですね、そういった部分に対するしっか

りした支援の体制づくりをしていただければな

という思いで質問したところでございます。 

 以上でございます。 
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○委員長（中村和美君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） はい、なければ質疑

を終了します。意見がありましたら、お願いし

ます。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） 以上で、第９款・教

育費については終了します。 

 小会します。 

（午前１０時４６分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１０時４８分 本会） 

○委員長（中村和美君） 本会に戻します。 

 次に、歳出の第３款・民生費及び第４款・衛

生費について、健康福祉部から説明願います。 

 はい、上田健康福祉部長。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（上田淑哉君）

 はい。おはようございます。（｢おはようご

ざいます」と呼ぶ者あり）健康福祉部でござい

ます。 

 委員長御案内のとおり、議案第５３号・平成

２７年度八代市一般会計補正予算・第１号中、

健康福祉部が所管いたします第３款・民生費及

び第４款・衛生費につきまして、山田次長より

説明させますので、どうぞよろしくお願いいた

します。 

○委員長（中村和美君） はい、山田健康福祉

部次長。 

○健康福祉部次長兼福祉事務所次長（山田 忍

君） はい。おはようございます。（｢おはよ

うございます」と呼ぶ者あり）健康福祉部次長

の山田でございます。よろしくお願いします。 

 それでは、早速座りまして説明いたします。 

○委員長（中村和美君） はい。 

○健康福祉部次長兼福祉事務所次長（山田 忍

君） それでは、こちらです。別冊になってお

ります議案第５３号でございます、平成２７年

度八代市一般会計補正予算・第１号をお願いい

たします。 

 文教福祉委員会付託分のうち、健康福祉部所

管分について御説明します。 

 ３ページをお願いします。 

 第１表・歳入歳出予算補正の歳出でございま

すが、まず款３・民生費の項１・社会福祉費

で、補正額３５３２万６０００円を追加し、補

正後の予算額は１０２億３４７８万円と、ま

た、項２・児童福祉費で１億３４５７万円を追

加し、補正後の予算額は８８億２５１６万７０

００円としております。 

 民生費の総額は、２つ上になりますが、２２

０億６０６万４０００円としております。 

 次に、款４・衛生費、項１・保健衛生費で、

８７万円を追加し、補正後の予算額は１７億６

２９７万７０００円としております。 

 衛生費の総額は、１つ上になりますが、４３

億９４３４万８０００円としております。 

 続きまして、１２ページをお願いします。 

 歳出の具体的な内容を説明します。下の表に

なりますが、まず款３・民生費、項１・社会福

祉費、目１・社会福祉総務費で３５３２万６０

００円を計上しております。これは介護保険特

別会計への繰出金でございます。 

 その内訳ですが、いずれも介護保険制度改正

に伴うもので、所得区分が第１段階にある低所

得者の保険料軽減を５０％からさらに５％上積

みするための一般会計からの補填額３２７５万

３０００円と、平成２７年８月から実施される

一定以上の所得のある人の利用者負担が１割か

ら２割になることなどによる電算システムの改

修費の２分の１の国庫補助金の残りに対する一

般会計からの繰り出し額１５６万３０００円、

また、介護保険負担割合証の送付などに係る窓

あき封筒の印刷費及び郵便料などの事務費全額

の一般会計からの繰出額１０１万円でございま

す。 



 

－14－ 

 なお、特定財源として介護保険料軽減の補填

分に対しては、国から４分の２、県から４分の

１の負担金があります。 

 次に、１３ページになりますが、項２・児童

福祉費、目１・児童福祉費総務費で３５３６万

６０００円を計上しております。これは、放課

後児童クラブに関する放課後児童健全育成事業

の質の改善に向けた支援を図るための新規補助

メニュー分の委託料の増額でございます。 

 その内訳ですが、子供の安心・安全を確保す

るため、学校から放課後児童クラブへの移動

に、高齢者などを活用して送迎を行う放課後児

童クラブ送迎支援事業として１４クラブ分の６

０９万円、非常勤職員を常勤職員として配置す

る場合に、賃金改善を行う放課後児童支援員等

処遇改善事業として４クラブ分の１１３２万４

０００円、障害児５人以上の受け入れを行う場

合の、さらに１名の加配の職員を雇用する障が

い児受入強化推進事業として８クラブ分の１３

６９万６０００円、児童１９人以下の小規模ク

ラブに放課後児童支援員の複数配置を行う小規

模放課後児童クラブ支援事業として８クラブ分

の４２５万６０００円です。 

 なお、特定財源として国からの交付金、県か

らの補助金がそれぞれ３分の１あります。 

 また、目３・保育所費で９９２０万４０００

円を計上しております。これは私立の保育所の

施設整備事業を補助するものでございます。 

 東陽町にあります太陽保育園の現園舎は、昭

和５１年の竣工で老朽化が進み、保育の実施に

も支障を来しているとともに、園舎の一部が土

砂災害警戒区域内に含まれています。そのた

め、今回、移転改築されることになりましたの

で、その園舎改築費に対し補助を行うものでご

ざいます。 

 なお、特定財源として、国からの交付金が３

分の２あります。 

 続きまして、下の表になりますが、款４・衛

生費、項１・保健衛生費、目２・予防費で８７

万円を計上しております。これは、前年度に引

き続いての風疹予防接種事業で、妊娠を希望す

る女性のうち、県が実施します風疹抗体検査事

業及び過去の妊婦健診で、風疹予防接種が必要

と判断された方などに対し、予防接種費用８６

００円のうち、６０００円を助成するもので、

対象者は１４５名を予定しています。 

 なお、特定財源として県補助金が２分の１あ

ります。 

 これで、平成２７年度八代市一般会計補正予

算・第１号の健康福祉部所管分の説明としま

す。御審議、よろしくお願いいたします。 

○委員長（中村和美君） はい。以上の部分に

ついて質疑を行います。 

○委員（堀 徹男君） いいですか。 

○委員長（中村和美君） はい、掘委員。 

○委員（堀 徹男君） はい。放課後児童健全

育成事業の新しい新規事業というのが、送迎支

援というのがありますけれども、私のイメージ

としては学校の中にあったりとか、千丁だった

ら千丁小学校のところから千丁公民館の２階か

な、かなんかでされてるというようなイメージ

があって、何か送迎というのがちょっとぴんと

こないんですけど、１４クラブもあるというこ

とで、どこにどんなものがあって、どんな送迎

をされるのかっていうのをちょっと教えていた

だけますか。 

○こども未来課長（白川健次君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、白川こども未

来課長。 

○こども未来課長（白川健次君） こども未来

課、白川でございます。 

 放課後児童クラブにつきましては、今委員お

っしゃいましたように、基本的には学校の敷地

内で実施するというのが一番子供にとっては安

心・安全のところでありますが、本市の場合に

は、例えば社会福祉法人ですね、保育園で実施
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をされている放課後児童クラブというのがたく

さんあります。 

 そういうようにですね、学校の敷地外、少し

離れたところで放課後児童クラブを実施されて

いる場合に、放課後児童クラブまでの送迎です

とか、あるいはそこから帰宅をされるときに地

域の高齢者ですとか主婦、そういった方につき

添いをしてもらって、あるいは園のバス等で送

迎をしたりする、そういう場合に支援をすると

いう事業ということになります。 

○委員（堀 徹男君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、掘委員。 

○委員（堀 徹男君） はい。具体的に、何か

保育園とかが持たれてるバスとかのガソリン代

とかっていう、そういった類いのものですか、

送迎支援って。 

○委員長（中村和美君） はい、白川こども未

来課長。 

○こども未来課長（白川健次君） はい。ほか

の国のですね、補助の対象になっている場合に

は、重複して受けることができないというふう

になっているんですが、八代市の場合に、私立

保育園はバスでの送迎を福祉事業という形でさ

れておりますので、今回は今言われましたよう

にバス自体を買うような費用というのは対象に

なりませんけども、人件費ですとかあるいは燃

料代、そういったものが対象になるかと考えて

おります。 

○委員長（中村和美君） はい、掘委員。 

○委員（堀 徹男君） はい、わかりました。 

○委員長（中村和美君） ほかにありません

か。 

 橋本委員。 

○委員（橋本隆一君） 同じく、放課後児童健

全育成事業についてお尋ねします。 

 たしか八代市は２４クラブあったと思うんで

すけども、もし違っていたらお願いします。そ

の中で、先ほど障害児の受け入れちゅうことで

５人以上に受け入れる場合加配がつくという話

でした。障害児という方の状態ですね、どこま

でを障害児としているのかということ、いわゆ

る発達障害等は含まれているのかということ

と、それとたしか放課後の場合は３学、――

１、２、３年生までだったですかね。障害のあ

る子供さんも１、２、３までなのか、それ以上

受け入れが可能なのか、ちょっと気になったの

で、お尋ねいたします。 

○こども未来課長（白川健次君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、白川こども未

来課長。 

○こども未来課長（白川健次君） はい。障害

児につきましては、基本的には身体障害者手帳

をお持ちですとか、あるいは療育手帳をお持ち

ということもありますが、児童相談所あたり、

公的機関でそういった障害をお持ちの方と同程

度の配慮が必要であるというような認定を受け

られた場合には、処理を行うということでござ

います。 

 それから、昨年度までは１年生から３年生ま

でが放課後児童クラブの対象児童でございまし

たが、今年度から新しく子ども・子育て支援新

制度がスタートいたしまして、対象児童が１年

生から６年生までというふうに拡大をしており

ます。 

 その中で、障害児につきましても、基本的に

は１年生から６年生までを対象とするというこ

とになります。 

 なお、済いません、放課後児童クラブにつき

ましては、現在、本市では２６クラブでござい

ます。（委員橋本隆一君「今、２６ですか」と

呼ぶ）はい。 

 以上でございます。 

○委員長（中村和美君） はい、橋本委員。 

○委員（橋本隆一君） はい。理解できまし

た。ありがとうございました。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 
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○委員（堀口 晃君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、堀口委員。 

○委員（堀口 晃君） はい。同じくなんです

が、放課後児童支援員等の処遇改善事業という

のが今回１１３２万４０００円上がっておりま

すが、恐らくこれ、給与のアップだろうという

ふうに思ってるんですが、もし違ったらごめん

なさい。処遇改善事業ってどういう事業なのか

教えてください。 

○こども未来課長（白川健次君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、白川こども未

来課長。 

○こども未来課長（白川健次君） はい。処遇

改善事業と申しますのは、地域ですね、例えば

自治会ですとか、民生委員さんとか、そういっ

た地域との連携とか協力、そういったものを主

に担当されるということで、非常勤の職員さん

にかえまして常勤の職員を配置する場合に、そ

の賃金の改善分に係る費用について補正をする

というものになります。 

○委員（堀口 晃君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、堀口委員。 

○委員（堀口 晃君） 非常勤から常勤にかわ

るというふうな今御説明だったと思うんです

が、今、非常勤の方々はどのくらいぐらいもら

ってらっしゃって、今度、常勤になるとどうい

うふうになるのかっていう、その辺のところは

何か積算がございますか。 

○こども未来課長（白川健次君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、白川こども未

来課長。 

○こども未来課長（白川健次君） はい。児童

クラブの賃金につきましては、それぞれの放課

後児童クラブによって異なっておりますので、

済いません、今現在、把握はしておりません。

という状況です、済いません。 

○委員長（中村和美君） よろしいですか。 

○委員（堀口 晃君） ちょっと待ってくださ

い。 

○委員長（中村和美君） はい、堀口委員。 

○委員（堀口 晃君） わからないっていう、

じゃあ、この処遇改善の積算はどういうふうに

されたんですかね。 

○こども未来課長（白川健次君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、白川こども未

来課長。 

○こども未来課長（白川健次君） はい。補正

予算のですね、要求時点で、国からのＱ＆Ａと

いうものは示されておりませんし、現時点でも

補助金の交付要領というものは出ておりませ

ん。ですから、対象となる事業の経費について

は、明確となっていないという状況でございま

すので、現在のところは補助基準額、計上をさ

せていただいているところでございます。 

 以上です。 

○委員長（中村和美君） よろしいですか。 

○委員（堀口 晃君） いや、ちょっと待っ

て。 

○委員長（中村和美君） はい、堀口委員。 

○委員（堀口 晃君） 済いません。えっ、示

されていない、決まっていないということにつ

いて、基準額での算定ということですから、し

かしまあ４クラブが手を挙げて、うちはこの処

遇改善をしますよというふうに言われたなら、

一律に４クラブが、例えばこれは１１００万円

をもう４つに単純に割るという、こういうこと

でいいんですかね。そうでもない。 

○委員長（中村和美君） はい、白川こども未

来課長。 

○こども未来課長（白川健次君） はい。１ク

ラブ当たりこの処遇改善事業につきましては２

３１万……、（｢２８０」と呼ぶ者あり）２８

３万１０００円というのが補助基準額でござい

ますので、基本的にはそれを１クラブ当たり、

それを上限に実際の賃金の改善額で補助をする

という形になります。 
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○委員（堀口 晃君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、堀口委員。 

○委員（堀口 晃君） はい。それならば、今

現在、その４クラブがですね、今現在、幾ら非

常勤についてお支払いをしてる、今度、常勤に

なるとこうなりますというふうなところが、そ

れぞれの４クラブから上がってきてるわけでは

ないんですね。 

○委員長（中村和美君） はい、白川こども未

来課長。 

○こども未来課長（白川健次君） はい。３月

の末にですね、それぞれの放課後児童クラブに

要望の調査というのをかけておりますし、補正

の時点では確認をさせていただいているところ

でございますけども、具体的に金額等が上がっ

てきているというわけではございませんし、ク

ラブによってはこの事業が認められれば非常勤

職員を常勤職員にかえたいというふうに考えて

いらっしゃるという状況もございますので、現

在のところではそういった数字を持っていない

という状況です。 

○委員（堀口 晃君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、堀口委員。 

○委員（堀口 晃君） こういう状況で、部

長、よろしいんでしょうかね。積算するときに

ですね、何もわからない状況の中で、向こうの

非常勤が今幾らもらってるのかってわからない

状況で、この処遇改善という部分の国から示さ

れた２８３万１０００円という部分を上限とし

て４クラブに与えますよという。で、あとは向

こう、そちらのほうで私たちは把握してないか

ら、非常勤が幾らもらってる、常勤が幾らもら

ってるかわかんない、それぞれ違いますよって

いう状況の中で、じゃこの補助金が出たなら

ば、それをいきなり満額ぐらいまで、これ限度

額だと思うんですけどもね、２８３万１０００

円まで上げるっていう状況も中にはあるんでは

ないかなっていう、というふうに何か憶測で考

えてしまうんですけども、しかしそういうふう

な状況が、こういう補助金をつける部分につい

てあっていいのかなと思うんですけど、その辺

は大丈夫なんですか。（発言する者あり） 

○委員長（中村和美君） はい、どっち。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（上田淑哉君）

 あ、済いません。 

○委員長（中村和美君） 上田健康福祉部部

長。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（上田淑哉君）

 失礼しました。その点につきましてですね、

４クラブからの申請が出てるということでござ

いますので、そういった申請クラブにつきまし

ては、状況等をですね、十分把握した上で、補

助金の申請なりするというのは当然あるかと思

います。 

 その点について、今回、答弁がちょっと不足

している部分があるかと思いますけど、大変申

しわけありません。事務執行部のほうで、担当

部局のほうでですね、今後十分にその辺につい

ては把握するようにしたいと思いますのでよろ

しくお願いします。 

○委員長（中村和美君） はい、堀口委員。 

○委員（堀口 晃君） はい。まず、私の考え

はですね、処遇改善に手を挙げられた４クラブ

については、そこに非常勤がいらっしゃって幾

らもらってますと。で、今度常勤になるならば

幾らになりますと。で、その部分について２８

０万円を超えるようなことがあっても、うちは

それを引き受けますであったりとか、うちは２

８３万円以下なんで、大体２００万円ぐらいで

おさまりますなんていう、こういう部分が出て

きて当たり前のような気がするんですけども、

その辺はなしというふうなところは、ちょっと

非常に私は腑に落ちないというところがあるん

ですけども、どうなんですかね。 

○委員長（中村和美君） はい、白川こども未

来課長。（｢何かありますか」と呼ぶ者あり） 
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○こども未来課長（白川健次君） はい。大変

申しわけありません。 

 この処遇改善事業につきましては、１つの条

件としまして平成２５年度の賃金と比較しまし

て、その改善分というのが対象になるという制

限もございますので、そういったところをきち

んとですね、踏まえながら、対応していきたい

というふうに思います。 

○委員（堀口 晃君） わかりました。はい。 

○委員長（中村和美君） はい、堀口委員。 

○委員（堀口 晃君） わかりました。ちょっ

と納得はいきませんが、少なくとも補助対象に

なる部分については、手を挙げられたところに

ついてはそういうふうなプロセスをとっていた

だきたいなというのがございます。 

 そこでもう一つですね、その処遇改善の事業

をされて、今、非常勤から常勤に変わる方がい

らっしゃいますよね、そこは給与が上がるとい

う状況になるんだろうと思います。 

 で、その部分について、今年１年だけ上がっ

て、来年はこれちょっと違うよ、そういう補助

金がないからできませんよっていう話にはなら

ぬだろうと思うので、これからずっとそれを継

続していかれるならば、そういう補助金が継続

して出るというふうなことでいいんですかね。

その辺はちょっとお聞かせいただきたいと思い

ますが。 

○委員長（中村和美君） はい、白川こども未

来課長。 

○こども未来課長（白川健次君） はい。その

辺につきましては、国から明確に示されている

わけではございませんが、当然、子ども・子育

て支援新制度のスタートに伴いまして、放課後

児童クラブの質の改善を図るという目的がござ

いますので、継続されていかれるというふうに

考えております。 

○委員（堀口 晃君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、堀口委員。 

○委員（堀口 晃君） はい。今後ですね、国

とか県、いつ補助金を打ち切るという状況があ

ろうかもしれませんけども、そのときにはです

ね、ぜひ市での対応をぜひお願いをしたいと思

います。よろしくお願いします。 

○委員長（中村和美君） ほか、ございません

か。 

○委員（西濵和博君） 委員長。 

○委員長（中村和美君） はい、西濵副委員

長。 

○委員（西濵和博君） 私も同じく放課後児童

健全育成事業についてお尋ねしたいと思いま

す。 

 財源内訳に関係して質問させていただきたい

と思いますが、今回、予算の組み替えもあわせ

てなさろうかとされてるというふうに思います

が、放課後児童クラブのそれぞれの事業費、運

営費といいますか、の内訳としては、イメージ

として利用されるお子様お一人お一人からの利

用料と、それから国と県と市、それぞれの公費

が支出されてると思うんですが、これまで公費

の負担割合ですね、が、どれほどだったのが、

今回２７年度から、まあ今回ですね、どう変わ

ろうとしてるのか、その変更、率の変更をお尋

ねしたいというのが１点と、そもそも１園ごと

の児童クラブの事業費っていうのは、どういう

算定に基づいて得られてるのか、その算定方式

についてお伺いします。 

○委員長（中村和美君） はい、白川こども未

来課長。 

○こども未来課長（白川健次君） はい。ま

ず、委員御質問１点目、補助の率の変更につい

てでございますけども、昨年度まではこの放課

後児童健全育成事業につきましては、県からの

３分の２の補助というような形でございました

けれども、今年度からは国から３分の１、それ

から県から３分の１ということで、直接市のほ

うへ補助されるというような形に見直しをされ
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ております。 

 それから、もう一点、事業費の補助基準額の

積算でございますけども、基本的には基本額の

部分というのが利用されるお子さんの人数によ

って算出されまして、それに例えば開所日数の

加算ですとか、あるいは長時間の受け入れの加

算というような幾つかの加算が追加されるとい

うような形で積算をされるという形です。 

○委員長（中村和美君） はい、西濵副委員

長。 

○委員（西濵和博君） １点目の質問ですが、

ちょっとおさらいしますと、確認ですけれど

も、これまで県から３分の２が出てたと、それ

が今後、国・県それぞれから直接３分の１ずつ

出ると。で、県が３分の２を出してた従来型と

いうのは、国から県に行った３分の１が入っ

て、それを県の３分の１と含めて都合３分の２

にして八代市にということだから、実際の県、

国の出どころは違うけど、八代に入る割合とい

うのは変わらないという理解でよろしいんでし

ょうか。 

○こども未来課長（白川健次君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、白川こども未

来課長。 

○こども未来課長（白川健次君） はい。委員

おっしゃるとおり、直接交付されるかどうかと

いう違いはございますけども、基本的には変更

はないというところです。 

○委員長（中村和美君） はい、西濵副委員

長。 

○委員（西濵和博君） はい。わかりました。

したがいまして、でも出どころが違うから組み

替えなきゃいけないという理屈も理解してま

す。 

 で、次にですけれども、それぞれの児童クラ

ブに係る事業費の算定、いわゆる国が定めてる

算定方式に出たものに対して、国・県・市がど

れだけ負担できるかっていうのが明記されてる

と思うんですけど、この件については従来から

私、非常に懸念しておりまして、実際は熊本県

はそういう国が定めた算定式がありつつも、利

用者が払ったお金を上限として、それと同額ま

でしか出さないわけですよね。だから、二重に

預けていらっしゃって、お１人が５０００円だ

として、１０万だったならば、国・県・市は１

０万までしか払わないと。でも、本当は計算式

からいくと、もっといただけるよというのがあ

るにもかかわらず、ここが改善されていないと

いうのが、熊本方式の何といいますか、非常に

私は異論申し上げたいとこなんですが。 

 この件について、今回、算定方式が変わると

いうことのタイミングの中でですね、市として

は県に何がしかの働きかけなりなされたでしょ

うか。なされてないとしても、この件について

引き続き何かお取り組みをお考えでしょうか。 

 ここをちょっとお尋ねしたいと思います。 

○委員長（中村和美君） はい、白川こども未

来課長。 

○こども未来課長（白川健次君） はい。確か

に放課後児童健全育成事業につきましては、現

在、本市のほうでは県の考え方に沿いまして、

補助基準額と利用料、それを比較しまして、金

額の低いほうで委託をさせていただいてるとい

う状況でございます。 

 その中で、今回、国・県からそれぞれ直接の

補助というふうに変わる中で、国のほうは補助

基準額での補助を基本とする、しかしながら、

県につきましてはまだ利用料上限ということで

いきたいというふうに説明会の中で聞いている

ところでございます。 

 市としましてはですね、やはり今後の放課後

児童クラブの安定的な運営ですとか、未設置校

区への設置、そういったものを推進していくと

いう中では、やはり補助基準額での委託という

のは必要というふうに考えておりますので、い

ろいろな機会を捉えてですね、県のほうに対し
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ても支援をしていただくようにお願いしていき

たいというふうに思います。 

○委員長（中村和美君） はい、西濵副委員

長。 

○委員（西濵和博君） 最後にですけれども、

今までは国が県にお金を入れてて、でも県は自

分たちのスキームを任意でつくってて、それを

当てはめて市に上げられてたということで、県

の裁量権が非常に強かったんですけど、今回国

から直接率計算で来るということになる中で、

それでも県が自分たちのルールを当てはめよう

とすると、非常に合点がいかないところがもっ

と広がったような気がするんですよね。 

 これは、県下事業所同じ思いで県に要望書も

出していらっしゃいますので、これを改善しな

いと小規模の児童クラブはとても困窮してる事

情が延々に続くということになろうかと思いま

すので、ぜひ力点を置いてですね、今後執行部

の取り組みに期待していきたいと思います。 

 以上です。長くなって申しわけございませ

ん。よろしくお願いします。 

○委員長（中村和美君） ほかはありません

か。 

○委員（堀口 晃君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、堀口委員。 

○委員（堀口 晃君） はい。介護保険特別会

計繰出金事業について、３２７５万３０００

円、これの対象者数ですね、対象者数と、その

影響額というのを教えていただきたいなと思い

ます。 

○委員長（中村和美君） はい、秋田長寿支援

課長。 

○長寿支援課長（秋田壮男君） 長寿支援課、

秋田でございます。 

 対象者の数でございますが、まず保険料の軽

減に当たりましては、９３５８人でございま

す。 

 委員がお尋ねの繰出金の総額３５３２万６０

００円につきましては、保険料の軽減以外の事

務費も含めておりますので、それにつきまして

は対象者というのは把握はどのようにすればい

いか……。よろしくお願いします。 

○委員（堀口 晃君） 委員長。 

○委員長（中村和美君） はい、堀口委員。 

○委員（堀口 晃君） はい。ちょっと質問の

仕方がおかしかったですね。 

 軽減分という分、３２７５万３０００円、こ

れを単純に９３５８で割ればいいですか。影響

額というのは。その軽減分になる、１人当たり

の軽減。 

○委員長（中村和美君） はい、秋田長寿支援

課長。 

○長寿支援課長（秋田壮男君） はい。１人当

たりの軽減は、３５００円になると思います。 

○委員（堀口 晃君） 委員長。 

○委員長（中村和美君） はい、堀口委員。 

○委員（堀口 晃君） これは年間ですか。 

○委員長（中村和美君） はい、秋田長寿支援

課長。 

○長寿支援課長（秋田壮男君） はい。失礼し

ました。回答の仕方が悪く、申しわけございま

せん。 

 現在、年額３万４８００円のところを、軽減

後は３万１３００円になりますので、年額で３

５００円の軽減となるものでございます。 

○委員（堀口 晃君） はい、ありがとうござ

いました。 

○委員長（中村和美君） ほかはありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、以上で質

疑を終了します。意見がありましたら、お願い

します。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、これより

採決いたします。 
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 議案第５３号・平成２７年度八代市一般会計

補正予算・第１号中、当委員会関係分につい

て、原案のとおりに決するに賛成の方の挙手を

求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（中村和美君） はい、挙手全員と認

め、本案は原案のとおり可決されました。

（｢ありがとうございました」と呼ぶ者あり） 

                              

◎議案第５４号・平成２７年度八代市介護保険

特別会計補正予算・第１号 

○委員長（中村和美君） 次に、議案第５４

号・平成２７年度八代市介護保険特別会計補正

予算・第１号を議題とし、説明を求めます。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（上田淑哉君）

 はい、委員長。 

○委員長（中村和美君） はい、上田健康福祉

部長。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（上田淑哉君）

 はい。引き続き、議案第５４号・平成２７年

度八代市介護保険特別会計補正予算・第１号に

つきまして、長寿支援課の秋田課長よりです

ね、説明しますので、どうぞよろしくお願いし

ます。 

○委員長（中村和美君） はい、秋田長寿支援

課長。 

○長寿支援課長（秋田壮男君） おはようござ

います、（｢おはようございます」と呼ぶ者あ

り）長寿支援課の秋田でございます。どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

 では、座りまして説明を申し上げます。 

○委員長（中村和美君） はい、どうぞ。 

○長寿支援課長（秋田壮男君） 別冊になって

おります議案第５４号・平成２７年度八代市介

護保険特別会計補正予算書・第１号でございま

す。初めに、予算書の１ページをお開きくださ

い。 

 第１条におきまして、歳入歳出それぞれ４１

３万５０００円を追加し、歳入歳出予算の総額

をそれぞれ１３６億６０３万２０００円といた

しております。 

 それでは、内容につきまして、まず歳出から

御説明いたします。６ページをお願いします。 

 ３・歳出の款１・総務費、項１・総務管理

費、目１・一般管理費で、４１３万５０００円

を追加いたしております。 

 内容は、介護給付一般事務事業でございまし

て、介護保険制度の改正がありましたので、所

要の経費を計上したものでございます。 

 節１１・需用費の１４万８０００円は、制度

改正に伴い様式の変更がありました介護保険負

担割合証や、高額介護サービスの基準収入額適

用申請書の郵送に用います窓あき封筒の印刷費

でございます。次に、節１２・役務費の８６万

２０００円は、新しい介護保険負担割合証など

の郵便代でございます。次の、節１３・委託料

の３１２万５０００円は、制度改正に伴い、現

行の電算システムを改修する必要がありますの

で、その経費でございます。 

 財源といたしまして、国・県の支出金１５６

万２０００円、一般会計からの繰入金２５７万

３０００円を予定しております。 

 次に、款２・保険給付費、項１・保険給付

費、目１・介護サービス給付費におきまして

は、歳出額の補正はありませんが、制度改正に

伴う財源の組み替えを行っております。内容

は、介護保険料軽減に伴い、事業収入を３２７

５万３０００円減額し、その分を繰入金に組み

替えまして、同額を計上いたしております。 

 以上が歳出でございます。 

 続きまして、歳入について御説明いたしま

す。戻りまして、５ページをお開きください。 

 ２・歳入の款１・保険料、項１・介護保険

料、目１・第１号被保険者保険料で、３２７５

万３０００円を減額いたしております。これ

は、制度改正によりまして、第１号被保険者の
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第１段階に該当する９３５８人について、保険

料の料率を０.０５引き下げて介護保険料の軽

減を図るものでございます。このことは後ほど

御説明する介護保険条例の一部改正とも関係が

ありますが、現行の年額３万４８００円を、改

正後は３万１３００円といたしまして、先ほど

御説明いたしましたが、年額で３５００円軽減

するものでございます。 

 内容は、節１・現年度分特別徴収保険料で８

５４４人分、２９９０万３０００円の減額、節

２・現年度分普通徴収保険料で８１４人分、２

８５万円の減額でございます。 

 次に、款４・国庫支出金、項２・国庫補助

金、目５・介護保険特別補助金におきまして、

１５６万２０００円を計上しておりますが、こ

れは制度改正に伴う電算システムの改修に要す

る経費に対する国庫補助金でございます。 

 最後に、款７・繰入金、項１・一般会計繰入

金、目１・一般会計繰入金におきまして、３５

３２万６０００円を追加いたしております。 

 内容は、節の４・低所得者保険料軽減繰入金

の３２７５万３０００円は、先ほど御説明いた

しました介護保険料の軽減分について、一般会

計から繰り入れるものでございます。次の、節

５・その他一般会計繰入金の２５７万３０００

円は、制度改正に伴う電算システムの改修経費

の一部や、新しい介護保険負担割合証の郵送な

どの介護給付一般事務事業に充てるものでござ

います。 

 以上で、議案第５４号・平成２７年度八代市

介護保険特別会計補正予算・第１号の説明を終

わります。御審議方、よろしくお願いいたしま

す。 

○委員長（中村和美君） はい。以上の部分に

ついて、質疑を行います。質疑ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） ありませんようでご

ざいますので、以上で質疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第５４号・平成２７年度八代市介護保険

特別会計補正予算・第１号について、原案のと

おりに決するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（中村和美君） はい、挙手全員と認

め、本案は原案のとおり可決されました。

（｢ありがとうございました」と呼ぶ者あり） 

                              

◎議案第５７号・専決処分の報告及びその承認

について（八代市国民健康保険税条例の一部を

改正する条例） 

○委員長（中村和美君） 次に、事件議案の審

査に入ります。 

 議案第５７号・八代市国民健康保険税条例の

一部を改正する条例に係る専決処分の報告及び

その承認についてを議題とし、説明を求めま

す。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（上田淑哉君）

 はい、委員長。 

○委員長（中村和美君） はい、上田健康福祉

部長。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（上田淑哉君）

 はい。続きまして、議案第５７号・八代市国

民健康保険税条例の一部を改正する条例に係る

専決処分の報告及びその承認についてお願いす

るものでございますが、国保ねんきん課の小川

課長より説明させますので、どうぞよろしくお

願いいたします。 

○国保ねんきん課長（小川正芳君） 委員長。 

○委員長（中村和美君） はい、小川国保ねん

きん課長。 

○国保ねんきん課長（小川正芳君） おはよう

ございます。（｢おはようございます」と呼ぶ

者あり）国保ねんきん課、小川でございます。
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よろしくお願いいたします。 

 着座にて御報告させていただきますことをお

許しいただきたいと思います。 

○委員長（中村和美君） はい、どうぞ。 

○国保ねんきん課長（小川正芳君） 議案書の

２９ページをお願いいたします。 

 議案第５７号・専決処分の報告及びその承認

についてでございます。 

 今回の条例改正につきましては、関係する地

方税法等の改正が平成２７年３月３１日交付、

同年４月１日施行とされたため、議会に上程す

るいとまがなく、３月３１日付専決処分にて条

例を改正したものであり、専決処分した事件に

ついては、地方自治法第１７９条第３項の規定

により議会に報告し、その承認を求める必要が

あることから提案するものでございます。 

 次の３０ページは、３月３１日付で専決しま

した専決第５号・専決処分書でございます。３

１ページに改正条文が記載されておりますが、

改正の内容につきましては、お手元に配付して

ございます右上に、議案第５７号関係資料と書

いてある資料で御説明したいと思います。 

 改正概要でございますが、まず改正の趣旨と

しまして……。（｢ありますか」「前もって配

ったやつかな」「はい、そうです」「箱の中に

入っとった」と呼ぶ者あり）よろしゅうござい

ますでしょうか。（｢はい、オーケーです」

「ありますか」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） そこ、ありますね。

（｢はい、いいです」と呼ぶ者あり） 

 はい、どうぞ。 

○国保ねんきん課長（小川正芳君） 改正概要

でございますが、まず改正の趣旨としまして、

平成２７年度税制改正の大綱、平成２７年１月

１４日閣議決定において、国民健康保険税の課

税限度額の引き上げと軽減措置について、５割

軽減及び２割軽減の対象世帯に係る所得判定基

準を改定することとされたことに伴い、地方税

法等の一部が改正されたのに合わせ、八代市国

民健康保険税条例においても必要な改正を行

い、また、平成２７年４月１日から施行となり

ますことから、３月３１日付で専決したもので

ございます。 

 次に、改正内容の主なものでございますが、

まず１点目が国保税の課税限度額の引き上げを

行うもので、基礎課税に係る課税限度額を５１

万円から５２万円に、後期高齢者支援金等に係

る課税限度額を１６万円から１７万円に、介護

納付金に係る課税限度額を１４万円から１６万

円に引き上げるものです。 

 ２点目が、国保税軽減の拡大を行うもので、

低所得者の国保税の軽減措置の所得判定基準に

ついて、５割軽減の基準については、加入者数

に乗ずる金額を２４万５０００円から２６万円

に、２割軽減の基準については加入者数に乗ず

る金額を４５万円から４７万円とし、軽減判定

所得の引き上げを行い、対象者の拡大を図るも

のでございます。 

 施行期日は、平成２７年４月１日でございま

す。なお、資料の２ページ、３ページは、改正

条例の新旧対照表でございますが、左の欄が改

正分で、アンダーライン部分が改正箇所となっ

ております。 

 以上、御報告いたします。御承認のほど、よ

ろしくお願いいたします。 

○委員長（中村和美君） 以上の部分につい

て、質疑を行います。質疑ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） ないようでございま

すので、以上で質疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第５７号・八代市国民健康保険税条例の

一部を改正する条例に係る専決処分の報告及び
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その承認について、承認するに賛成の方の挙手

を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（中村和美君） はい、挙手全員と認

め、本件は承認されました。（｢ありがとうご

ざいました」と呼ぶ者あり） 

                              

◎議案第６５号・八代市介護保険条例の一部改

正について 

○委員長（中村和美君） 次に、条例議案の審

査に入ります。 

 まず、議案第６５号・八代市介護保険条例の

一部改正についてを議題とし、説明を求めま

す。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（上田淑哉君）

 はい、委員長。 

○委員長（中村和美君） はい、上田健康福祉

部長。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（上田淑哉君）

 はい。続きまして、議案第６５号・八代市介

護保険条例の一部改正につきまして、長寿支援

課、秋田課長より説明させます。どうぞよろし

くお願いいたします。 

○委員長（中村和美君） はい、秋田長寿支援

課長。 

○長寿支援課長（秋田壮男君） はい。長寿支

援課、秋田でございます。引き続きよろしくお

願いいたします。 

 では、座りまして、説明を申し上げます。 

 お手元の議案書の４９ページでございます。

条文は５０ページからになります。お開きいた

だきたいと思います。 

 議案第６５号・八代市介護保険条例の一部を

改正する条例について御説明を申し上げます。

なお、内容につきましては、事前にお配りいた

しております議案第６５号関係資料にて御説明

いたします。 

 まず、１、改正の趣旨でございます。 

 昨年成立いたしました地域医療介護総合確保

推進法に基づき、介護保険法の改正がございま

した。これにより、本年４月から公費を投入し

た低所得者の第１号保険料について、軽減を強

化することになったものでございます。 

 具体的には、第１号被保険者のうち、介護保

険料の所得段階が第１段階に該当する方を対象

に、基準額に乗じる割合を０.０５を超えない

範囲で減じるというものでございます。 

 このことにつきましては、３月の本委員会に

おいて、少し触れさせていただいた経緯がござ

いますが、その折は条例改正を市長専決で行う

予定と御説明しておりました。 

 ところが、政令の公布が予想以上に遅くな

り、仮算定の賦課日でございます４月１日に間

に合いませんでした。４月１０日に公布なされ

ております。そのため、今回議案として御提出

してる次第でございます。 

 次の、２、改正の概要でございますが、新旧

の条文を比較記載いたしております。 

 改正案では、現行の第３条に第２項を追加

し、前項第１号に掲げる第１号被保険者につい

ての保険料の減額賦課に係る平成２７年度から

平成２９年度までの各年度における保険料率

は、同号の規定にかかわらず３万１３００円と

すると規定いたしております。 

 これは、今回の保険料改正が減額賦課である

ことを明らかにしつつ、減額賦課の期間及び減

額後の保険料について、規定しているものでご

ざいます。 

 次の、３、施行日については、公布の日とい

たしており、次の４、適用日については、平成

２７年度以降の年度分保険料から適用といたし

ております。 

 続きまして、裏面をお願いいたします。 

 ここでは参考までに、介護保険料について新

旧比較を行っております。今回の条例改正の対

象は、網掛けをいたしております第１段階のみ
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でございます。 

 以上で、議案第６５号・八代市介護保険条例

の一部改正の説明を終わります。 

 御審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○委員長（中村和美君） 以上の部分につい

て、質疑を行います。質疑ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） はい、なければ、以

上で質疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） ないようでございま

すので、なければこれより採決いたします。 

 議案第６５号・八代市介護保険条例の一部改

正について、原案のとおりに決するに賛成の方

の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（中村和美君） はい、挙手全員と認

め、本案は原案のとおり可決されました。

（｢ありがとうございました」と呼ぶ者あり） 

                              

◎議案第６６号・八代市家庭的保育事業等の設

備及び運営に関する基準を定める条例の一部改

正について 

○委員長（中村和美君） 次に、議案第６６

号・八代市家庭的保育事業等の設備及び運営に

関する基準を定める条例の一部改正についてを

議題とし、説明を求めます。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（上田淑哉君）

 はい、委員長。 

○委員長（中村和美君） はい、上田健康福祉

部長。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（上田淑哉君）

 はい。引き続き、議案第６６号・八代市家庭

的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定

める条例の一部改正につきまして、こども未来

課の白川課長より説明させますので、よろしく

お願いします。 

○こども未来課長（白川健次君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、白川こども未

来課長。 

○こども未来課長（白川健次君） はい。改め

まして、おはようございます。（｢おはようご

ざいます」と呼ぶ者あり）こども未来課の白川

でございます。よろしくお願いいたします。座

って説明させていただきます。 

 議案第６６号・八代市家庭的保育事業等の設

備及び運営に関する基準を定める条例の一部改

正について御説明をいたします。 

 議案書は５１ページからになります。 

 この条例は、今年度から全国でスタートいた

しました子ども・子育て支援新制度におきまし

て、保育所よりも規模の小さな家庭的保育事業

等につきまして、市が認可する場合の基準を定

めたものでございます。 

 今回の提案の理由でございますが、この条例

は厚生労働省令であります家庭的保育事業等の

設備及び運営に関する基準、こちらを踏まえま

して制定しているものでございまして、今回こ

の省令のうち、市町村が条例を定めるに当たっ

て、必ず適合しなければならない従うべき基準

となっております職員の資格要件のうち、保育

士の数の算定の基準について一部改正があって

おりますことから、必要な改正を行うものでご

ざいます。 

 お配りしております新旧対照表、こちらでご

ざいます、右上にですね、議案第６６号関係資

料と入れております。これのうちの第２９条の

第３項をごらんいただきたいと思います。 

 現行では、保育士の数の算定に当たっては、

小規模保育事業所Ａ型に勤務する保健師または

看護師を１人に限り保育士と見なすことができ

るといたしておりますが、今回の厚生労働省令

の改正に沿いまして、保健師や看護師に加えま

して、准看護師についても保育士と見なすこと

ができるといたしたものでございます。 
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 今回の改正は、保育所等での保健師や看護師

の確保が困難であるという地域の実情に鑑みて

行われたものというふうに聞いております。 

 なお、第３１条の小規模保育事業所Ｂ型それ

から第４４条の保育所型事業所内保育事業所及

び第４７条の小規模型事業所内保育事業所につ

いても同様の改正を行うものでございます。 

 施行は公布の日からといたしまして、厚生労

働省令を改正する省令の施行日であります平成

２７年４月１日から適用するということにいた

しております。 

 説明は以上でございます。御審議のほど、ど

うぞよろしくお願いいたします。 

○委員長（中村和美君） 以上の部分につい

て、質疑を行います。質疑ありませんか。 

○委員（堀口 晃君） 済いません、お尋ねで

すけども。 

○委員長（中村和美君） はい、堀口委員。 

○委員（堀口 晃君） はい。看護師プラス今

度は准看護師という部分で認定しますよという

ことなんで、これをすることによって、いわゆ

る保育士さんと見なすというようなことですけ

ども、ふえそうですか。今、本当少ないという

ふうにお聞きしてるんですけども、少しはふえ

そうかな。どうか、その辺だけお聞かせいただ

きたいと思います。 

○こども未来課長（白川健次君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、白川こども未

来課長。 

○こども未来課長（白川健次君） はい。ちょ

っとこれによって、本市においてですね、ふえ

るかどうかっていうのがはっきりお答えはでき

ませんが、現在の状況といたしましてですね、

保健師さんは保育所につきましては配置しては

ございません。（｢ああ、なるほど」と呼ぶ者

あり）それから、看護師さんにつきましてはで

すね、公立保育園で１、それから私立保育園で

１５園配置をしているというような状況でござ

います。 

 そういう中で、やはり看護師等の配置という

のは、私立保育園を中心にですね、やはり需要

があるということでございますので、今回この

条例を承認いただきますれば、やはり准看護師

という方の配置というのも進むのではないかと

いうふうには考えているところでございます。 

○委員（堀口 晃君） はい、ありがとうござ

いました。 

○委員長（中村和美君） よろしいですか。は

い、ほかにありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） ないようでございま

すので、以上で質疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第６６号・八代市家庭的保育事業等の設

備及び運営に関する基準を定める条例の一部改

正について、原案のとおりに決するに賛成の方

の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（中村和美君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。（｢ありが

とうございました」と呼ぶ者あり） 

 小会します。 

（午前１１時４１分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時４２分 本会） 

◎議案第６７号・八代市教育長の職務に専念す

る義務の特例に関する条例の一部改正について 

○委員長（中村和美君） 本会に戻します。 

 次に、議案第６７号・八代市教育長の職務に

専念する義務の特例に関する条例の一部改正に

ついてを議題とし、説明を求めます。 

○教育部長（宮村博幸君） 委員長。 

○委員長（中村和美君） はい、宮村教育部
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長。 

○教育部長（宮村博幸君） はい。お世話にな

ります。 

 それでは、早速でございますが、議案第６７

号・八代市教育長の職務に専念する義務の特例

に関する条例の一部改正につきまして、宮田教

育政策課長が説明をいたしますので、御審議よ

ろしくお願いいたします。 

○教育政策課長（宮田 径君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、宮田教育政策

課長。 

○教育政策課長（宮田 径君） はい。教育政

策課の宮田です。よろしくお願いいたします。 

 それでは、議案第６７号・八代市教育長の職

務に専念する義務の特例に関する条例の一部改

正につきまして、御説明をさせていただきま

す。恐れ入りますが、座って説明をさせていた

だきます。 

○委員長（中村和美君） どうぞ。 

○教育政策課長（宮田 径君） それでは、６

月定例会議案の５３ページをお願いいたしま

す。 

 今年度からの教育委員会制度改正に伴いまし

て、新しい教育長の勤務条件につきましては、

教育委員会規則で定めていたところでございま

すけれども、その後、勤務条件の中でも休日、

休暇等については、条例で定めるのが適用であ

ると判明いたしましたために、当条例の一部改

正を行い、勤務条件に関する事項を加えるもの

でございます。 

 続いて、５４ページをお願いいたします。 

 改正の内容につきましては、こちらに記載し

てあるとおりでございますが、よりわかりやす

いように新旧対照表を１枚お配りしておりま

す。こちらの新旧対照のほうをごらんいただき

たいと思います。 

 表の左側が改正案、右が現行でございますけ

れども、改正案では、第２条に教育長の勤務時

間、休日、休暇等については、八代市職員の勤

務時間、休暇等に関する条例の適用を受ける職

員の例によるという一文を加えるものでござい

ます。 

 なお、これに伴いまして、条例の名称及び第

１条にも必要となる文言の追加を行っておりま

す。改正による条例の題名は、八代市教育長の

勤務時間、休日、休暇等及び職務に専念する義

務の特例に関する条例となります。 

 以上が今回の改正の内容でございます。御審

議方、よろしくお願いいたします。 

○委員長（中村和美君） はい。以上の部分に

ついて、質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

○委員（堀口 晃君） 委員長。 

○委員長（中村和美君） はい、堀口委員。 

○委員（堀口 晃君） 現行のままの弊害で、

今回、改正案に当たったのは、今おっしゃった

ことだろうと思いますけれども、ほかに何か考

えられなかったのかっていう部分をちょっとお

聞かせいただきたいと思います。現行のままの

部分、何が問題があったのか、それとこの勤務

時間の部分について、八代市の部分を適用する

という状況がありますけれども、そのほかには

いろいろ考えられなかったのかという、こうい

うところですね。 

○教育政策課長（宮田 径君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、宮田教育政策

課長。 

○教育政策課長（宮田 径君） はい。 

 今回の教育委員会制度の改正に伴います教育

長の服務関係の規定につきましては、昨年の秋

にですね、県で説明会がございまして、それで

教育長の勤務条件等については、規則で定める

という、そういったお示しがなされていたもの

ですから、そのように整備をしていたところで

すけれども、その後のちょっと詳しい資料のほ

うに、基本的に勤務時間等については規則でよ
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ろしいですけれども、新しい教育長に職務専念

義務、常勤で職務専念義務が課せられておりま

して、これを、いわゆる免ずるには、法律また

は条例によらなければならないという、そうい

った規定が新たにこう、判明したものですか

ら、職務専念義務につきましては、条例で決め

てたんですけれども、休日、休暇等につきまし

ては、やはり、その条例によらなければいけな

いという見解が、国のほうから示されたことに

よって、今回、条例の改正をお願いするもので

ございます。（委員堀口晃君「ありがとうござ

います」と呼ぶ） 

○委員長（中村和美君） 堀口委員いいです

か。 

○委員（堀口 晃君） はい。ありがとうござ

いました。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） はい、なければ以上

で質疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） はい、なければこれ

より採決いたします。 

 議案第６７号・八代市教育長の職務に専念す

る義務の特例に関する条例の一部改正につい

て、原案とおり決するに賛成の方の挙手を求め

ます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（中村和美君） はい、挙手全員と認

め、本案は原案のとおり可決されました。

（｢ありがとうございました」と呼ぶ者あり） 

                              

◎議案第６８号・八代市いじめ問題対策連絡協

議会条例の制定について 

○委員長（中村和美君） 次に、議案第６８

号・八代市いじめ問題対策連絡協議会条例の制

定についてを議題とし、説明を求めます。 

○教育部長（宮村博幸君） はい、委員長。 

○委員長（中村和美君） はい、宮村教育部

長。 

○教育部長（宮村博幸君） はい。 

 それでは、議案第６８号・八代市いじめ問題

対策連絡協議会条例の制定につきまして、渡邊

学校教育課長が説明をいたしますので、御審議

よろしくお願いいたします。 

○学校教育課長（渡邊裕一君） はい。 

○委員長（中村和美君） 渡邊学校教育課長。 

○学校教育課長（渡邊裕一君） はい。それで

は、失礼いたします。学校教育課の渡邊でござ

います。座っての説明とさせていただきます。 

○委員長（中村和美君） どうぞ。 

○学校教育課長（渡邊裕一君） よろしくお願

いいたします。 

 それでは、議案第６８号・八代市いじめ問題

対策連絡協議会条例の制定について、説明をさ

せていただきます。 

 議案書の５５ページをお願いいたします。あ

わせまして、議案第６８号関係資料と題しまし

た１ページ目をごらんください。なお、この１

ページ目は追加項目がありましたので、本日差

しかえをさせていただいております。これは、

条例制定の経緯をフロー図でまとめたものでご

ざいます。 

 それでは、本議案の提案理由についてでござ

いますが、平成２５年に公布されましたいじめ

防止対策推進法の第１２条では、地方公共団体

は、いじめの防止等のための対策を総合的かつ

効果的に推進するための基本的な方針を定める

よう努めるものとあります。また、第１３条で

は各学校が基本方針を定めることを規定してお

ります。さらに第１４条には、地方公共団体

は、いじめの防止等に関係する機関及び団体の

連携を図るため、条例の定めるところにより、

学校、教育委員会、児童相談所、法務局または

地方法務局、都道府県警察その他の関係者によ
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り構成されるいじめ問題対策連絡協議会を置く

ことができるとあります。 

 以上のことから、本市教育委員会では、早速

平成２６年４月に八代市いじめ防止基本方針を

定めました。その全文を資料の２ページから載

せております。この中で、各学校ごとの基本方

針を定めて取り組んでいくこと、そして、本市

においていじめ問題対策連絡協議会を設置する

ことをうたいました。 

 そこで、今回条例を制定いたしますことで、

いじめ問題対策連絡協議会を開催し、本市にお

けるいじめの防止に関係する機関及び団体の連

携及び協力の推進、情報共有、意見交換及び広

報・啓発活動の推進を図っていくことで、各学

校の取り組み支援につなげてまいりたいと考え

ております。 

 以上で第６８号・八代市いじめ問題対策連絡

協議会条例の制定についての説明とさせていた

だきます。御審議のほどよろしくお願いいたし

ます。 

○委員長（中村和美君） 以上の部分について

質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

○委員（堀 徹男君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、堀委員。 

○委員（堀 徹男君） はい。ちょっと確認だ

け１点させていただいていいですか。 

 今、資料の中のですね、いじめ防止基本方針

というのがついています。その中の４ページに

（２）の本市が実施する施策のアの部分の

（ウ）のところに、スクールカウンセラーとか

っていう言葉が出てくるんですけれども、本市

におけるスクールカウンセラーっていうのは何

人ぐらいいらっしゃいますか。 

○委員長（中村和美君） はい、渡邊学校教育

課長。 

○学校教育課長（渡邊裕一君） はい。スクー

ルカウンセラー及びスクールソーシャルワーカ

ーにつきましては、県の職員として教育事務所

に配置されておったり、各学校に配置をされて

おりますが、正式な人数については資料をきょ

う持ってきておりませんので、お答えできませ

んけれども（発言する者あり）、はい、各学校

に１名あるいは複数の学校に２校で１名という

ようなところで配置をしているところです。１

０名前後になるかと思います。 

○委員（堀 徹男君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、堀委員。 

○委員（堀 徹男君） じゃ、よかったら後で

資料でも（｢はい」と呼ぶ者あり）。 

○委員長（中村和美君） じゃあ、後ほど資料

でお出しいただきたいと思います。 

 ほかありませんか。 

○委員（西濵和博君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、西濵副委員

長。 

○委員（西濵和博君） はい。御提案の条例案

について、お尋ねしたいと思います。 

 第３条のところですが、協議会の組織の構成

ということで、いろいろな機関から選任される

御予定っていうふうに記載されているところで

すが、その中で、例えば、八代市内の小・中・

特別支援学校の教職員とございます。それぞれ

の団体からの職員っていうのは、どういった

職、いわゆる校長先生から新任の先生もいらっ

しゃいますでしょうけれども、学校――小学

校、特別支援学校においては、どのような想定

をなさっていらっしゃるのかお尋ねします。 

○委員長（中村和美君） はい、渡邊学校教育

課長。 

○学校教育課長（渡邊裕一君） はい。八代市

が設置する小・中・特別支援学校の教職員の現

在の想定といたしましては、小学校長会長、中

学校長会長、さらには生徒指導連絡協議会とい

うのを立ち上げておりますので、そちらの代表

者の方――校長先生になりますが、この３名を



 

－30－ 

今のところ考えているところです。 

○委員長（中村和美君） はい、西濵副委員

長。 

○委員（西濵和博君） ありがとうございま

す。そうすると、全ての小・中学校、特別支援

学校、１校、１校からということでなくてか

ら、小学校、中学校の校長会、いわゆる代表と

いう形で御出席いただく、そこで協議会でいろ

いろなお話があったことについては、園長・学

校長会あたりでつないでいかれるっていうこと

になろうかと思うんですが、続けてですけれど

も、第４条に任期は２年ということで、委員が

欠けた場合のことを書いてございますけれど

も、例えば２年目の人事異動によって、校長会

の先生が他の自治体といいますか、他の教育委

員会に異動されることもあろうかと思うんです

が、ここでいう２年間の想定っていうのは、そ

の校長会の職についていらっしゃれば、そのま

ま２年間在任すると、もし御退職だとか、かわ

られた場合には、新しくその会長の職にあられ

る方が、欠けた場合の任期を務められると、そ

ういうような理解でよろしいんでしょうか。 

○委員長（中村和美君） はい、渡邊学校教育

課長。 

○学校教育課長（渡邊裕一君） はい。おっし

ゃるとおりでございまして、４月に新たに赴任

いたしまして、会長となられた先生を想定して

おります。（委員西濵和博君「ありがとうござ

いました」と呼ぶ） 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、先ほど堀

委員からスクールカウンセラーの人数について

の資料要求がありました。 

 お諮りいたします。 

 本委員会として要求することに御異議ありま

せんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） はい、御異議なしと

認め、そのように決しました。よろしくお願い

しておきたいと思います。 

 それでは、質疑が終わり、意見ありましたら

お伺いいたします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） ないようでございま

すので、これより採決いたします。 

 議案第６８号・八代市いじめ問題対策連絡協

議会条例の制定について、原案のとおりに決す

るに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（中村和美君） はい、挙手全員と認

め、本案は原案のとおり可決されました。

（｢ありがとうございました」と呼ぶ者あり） 

 次に、本委員会に付託となっております請

願・陳情はありませんが、郵送にて届いており

ます要望書について、写しをお手元に配付いた

しておりますので、御一読いただければと存じ

ます。 

 以上で付託されました案件の審査は全部終了

いたしました。 

 お諮りいたします。 

 委員会報告書及び委員長報告の作成について

は、委員長に御一任願いたいと思いますが、こ

れに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） はい、御異議なしと

認め、そのように決しました。 

                              

◎所管事務調査 

・教育に関する諸問題の調査 

・保健・福祉に関する諸問題の調査 

○委員長（中村和美君） 次に、当委員会の所

管事務調査２件を一括議題とし、調査を進めま

す。 

 当委員会の所管事務調査は、教育に関する諸

問題の調査、保健・福祉に関する諸問題の調
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査、以上の２件です。 

                              

・教育に関する諸問題の調査（八代市（中央）

公民館体制の基本方針について） 

○委員長（中村和美君） このうち、教育に関

する諸問題の調査について、八代市（中央）公

民館体制の基本的方針について、執行部から発

言の申し出があっておりますので、これを許し

ます。 

○教育部長（宮村博幸君） 委員長。 

○委員長（中村和美君） はい、宮村教育部

長。 

○教育部長（宮村博幸君） はい。 

 八代市（中央）公民館の基本的方針につきま

して、澤田生涯学習課長が説明をいたします。

よろしくお願いをいたします。 

○委員長（中村和美君） はい、澤田生涯学習

課長。 

○生涯学習課長（澤田宗順君） 生涯学習課の

澤田でございます。よろしくお願いいたしま

す。それでは、着座にて説明をさせていただき

ます。 

 まず、本日の資料ですが、お手元に八代市

（中央）公民館体制の基本的方針についてと書

かれた資料を１枚用意させていただいておりま

す。よろしゅうございますでしょうか。 

 まず、資料のタイトルの八代市（中央）公民

館と表記しておりますけれども、これは八代市

公民館条例別表に八代市公民館があり、その位

置は千丁町新牟田１５０２番地１生涯学習課内

とあり、中央公民館とは明記されておりますせ

ん。また、残る２１の公民館は各校区にあるこ

とから校区公民館とも呼ばれております。今

回、中央公民館体制へ移行する八代市公民館を

校区公民館と区別する必要があることから、括

弧書きで表記したもので、ここでは中央公民館

というふうに呼ばせていただきたいと思いま

す。 

 本日は、６月の政策会議におきまして、八代

市（中央）公民館体制の基本的方針が確認さ

れ、政策決定いたしましたので、御報告をさせ

ていただくものです。 

 また、八代市中央公民館への体制移行につい

ての考え方につきましては、本年３月の文教福

祉委員会におきまして説明をさせていただいて

おりますので、一部説明が重複するかもしれま

せんが、御容赦いただきたいというふうに思い

ます。 

 それでは、資料に沿って説明をさせていただ

きます。 

 まず、これまでの経緯についてですけれど

も、本市の公民館体制は、これまで２１の校区

公民館を使い、地域の学習、生涯学習の場の提

供や、公民館活動を担ってまいりました。旧市

では、市民の多様化する学習ニーズに対応する

ため、生涯学習施設、関連施設の総合的連絡調

整、事業の体系化、相談等を行う中核施設の整

備に向けた取り組みを行う上で、中核公民館と

して必要な機能を備えた中央公民館の設置につ

いて、必要性は認めつつも、合併後も具体的に

は検討されない状況となっておりました。 

 現在、住民自治によるまちづくりを推進して

おりますが、住民自治によるまちづくりをより

一層推進するための具体的方策として、平成２

８年４月を目途に、現在の校区公民館を地域の

活動拠点としてのコミュニティセンターとして

位置づけ、施設を市長部局で一元管理する。教

育委員会は、既存と、既存施設等を視野に入

れ、中央公民館を整備し、校区公民館体制から

中央公民館体制へ再編するという基本的方針

が、平成２６年５月の政策会議において決定さ

れました。 

 これを受けまして、教育委員会では、住民自

治によるまちづくり推進体制の構築を共同で進

める必要があり、これまで校区公民館で行って

きました公民館事業を継続的、発展的に実施し
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ていくためには、校区公民館体制から中央公民

館体制への移行、及び八代市中央公民館の位置

づけ、及び整備につきまして、既存施設の活用

を視野に入れ、検討を進める、始めるというこ

とにしたところです。 

 また、校区公民館を市長部局に移管し、コミ

ュニティセンター化することで、八代市公民館

条例上、残るは八代市公民館のみとなり、施設

設備を持たない公民館となります。このことに

より、本市の公民館活動を実践する施設がなく

なることから、社会教育法に基づき、一定の施

設を持つ中央公民館を早急に整備する必要が出

てまいりました。 

 公民館活動の充実と効率的なサービスの提供

を行うため、校区公民館体制から中央公民館体

制への移行に当たりましては、まず中央公民館

は市全体を中央で統括し、全市域を対象として

行う公民館活動が実施できる施設とし、既存施

設の有効活用を視野に入れ、位置づけと整備を

行う。整備に当たりましては、八代市教育文化

センター建設基金の活用を検討する。 

 次に、生涯学習課の体制を再編し、中央公民

館に公民館主事を集約し、企画運営などの一元

化を図る。公民館主事が複数校区を担当し、校

区公民館で実施してまいりました公民館活動を

継続して行います。また、業務の移行につきま

しては、中央公民館で実施していくもの、コミ

ュニティセンターを活用して実施していくも

の、コミュニティセンターに引き継ぐものなど

を明確にしていくこととしました。 

 そこで、施設にホールを持った八代市厚生会

館、パトリア千丁、鏡文化センター、やつしろ

ハーモニーホールの４施設を対象として、所管

への打診、その結果を踏まえた課題整理を行っ

てまいりました。 

 課題整理を行った結果につきましては、３月

の文教福祉委員会で御説明させていただいてお

りますので、詳細は省略させていただきます

が、施設活用状況、位置、利便性、整備費、移

行状況等を総合的に評価し、パトリア千丁が適

していると評価したところです。 

 この検討内容につきましては、八代市教育委

員会、それから八代市公民館運営審議会、八代

市社会教育委員会、そして市議会文教福祉委員

会等で説明を行い、御意見をいただいてきたと

ころです。 

 関係機関等からの御意見を受け、八代市（中

央）公民館体制の基本的方針案として取りまと

めまして、５月１４日、八代市教育委員会、５

月１９日、八代市総合教育会議にお諮りし、御

承認をいただきました。 

 最終的には、これまでの公民館体制と大きな

政策転換となることから、６月１１日の政策会

議にこの基本的方針案をお諮りし、決定いただ

いたものです。 

 基本的方針の内容につきましては、その下に

書いております四角の２ポツであらわしており

ます。 

 まず、平成２８年４月の校区公民館のコミュ

ニティセンター化に向け、公民館体制の移行を

行ってまいりますが、現在の状況や今後の本市

の現状を総合的に判断しながら進める。もう１

点は、総合的に評価しましたパトリア千丁を中

央公民館として位置づけ、施設の改修は必要最

低限で随時行っていくとしたものです。 

 資料の２面をごらんいただきたいと思いま

す。 

 今後の主なスケジュールについてですが、今

後は、基本的方針が決まりましたので、実施に

向け関係する課かいや関係機関との調整に入り

ます。また、公民館条例の改正につきまして

は、１２月の市議会に提案させていただきたい

と考えております。その後は、中央公民館の周

知作業と校区公民館の所管がえの手続を行って

まいります。 

 施設の改修につきましては、２８年度に入り
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ましてから着手し、業務に支障がないようにし

てまいりたいと考えているところです。まず

は、平成２８年４月には中央公民館として開館

でき、校区公民館体制から中央公民館体制への

スムーズな体制移行ができるよう取り組んでま

いりたいと考えております。 

 以上で、八代市（中央）公民館体制の基本的

方針についての説明を終わらせていただきま

す。 

○委員長（中村和美君） はい。ただいま説明

が終わりましたが、その前にちょっとですね、

この内容で、政策会議、６月１１日において

「決定される」じゃなくて、もう「決定され

た」ですね。「される」、６月１１日はもう過

ぎとる。もう決まっとる。（｢されました」

「された」と呼ぶ者あり）「た」、だな。

（｢申しわけございません」と呼ぶ者あり）と

いう訂正でございます。 

 はい。本件について、質疑、御意見を伺いた

いと思います。 

○委員（堀口 晃君） はい、委員長。 

○委員長（中村和美君） はい、堀口委員。 

○委員（堀口 晃君） はい。私も一般質問で

今回取り上げさせていただいて、この件につい

ては、いろいろ質疑をさせていただきました。 

 その中でですね、まずお聞きしたいのが、６

番目に書いてある検討内容について御意見をい

ただいたというふうなことでございます。その

７番目について、各機関からの御意見を受けて

方針案をつくったと、案は私たち見てないんで

すけれども、で、それについて八代市議会の文

教福祉委員会の説明を行って御意見をいただい

たと、その内容については、どういうふうに見

解をされておられますか。文教福祉委員会に説

明をしたけれども、あのときは議会軽視じゃな

いかっていうようなお話と、パトリア千丁はお

かしいんじゃないかっていうお話はありました

けれども、その辺については何も反映されない

っていうことになるんですか。 

○委員長（中村和美君） いいですか。 

○生涯学習課長（澤田宗順君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、澤田生涯学習

課長。 

○生涯学習課長（澤田宗順君） はい。文教福

祉委員会の説明、行いまして、その意見につき

ましてはですね、パトリア千丁を中央公民館に

すること、それから教育文化センター建設基金

を施設改修に全て充てることについては反対と

いうふうな意見があったというふうなことで引

き継いでおります。 

○委員（堀口 晃君） はい、委員長。 

○委員長（中村和美君） はい、堀口委員。 

○委員（堀口 晃君） ということは、この市

議会議員の文教福祉委員会に説明しても、私た

ちの方針は何も変わりませんよと、私たちが今

進めている分について丁寧に説明をしましたけ

れども、気に入らっさんだったっていうふうな

ところの中において意見がありましたと、それ

については仕方がございませんと、それはも

う、私たちは粛々と平成２８年４月の施行の中

で進めていくという、こういうお考えでいいで

すか。 

○委員長（中村和美君） はい、宮村教育部

長。（委員堀口晃君「意見が何も通らんってい

うのは、何度会議したって一緒だん」と呼ぶ） 

○教育部長（宮村博幸君） 御意見を承ってお

りますことも存じ上げておりますが、現在の状

況において、中央公民館を２８年４月１日から

スタートをさせたいという、させなければなら

ないということから、御意見は大変貴重なもの

として承っておりますが、この２８年４月１日

からのスタートということで進めさせていただ

きたいと考えております。 

○委員（堀口 晃君） はい、委員長。 

○委員長（中村和美君） 堀口委員。 

○委員（堀口 晃君） はい。その中でです



 

－34－ 

ね、御意見をいただくのに教育委員会の勉強会

であったり、公民館運営審議会、社会教育委員

会、こういった方々に見せられた資料は、私た

ちが３月９日月曜日にいただいたこの資料のも

とで審議をされたっていうことでいいですか。

（発言する者あり） 

○生涯学習課長（澤田宗順君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、澤田生涯学習

課長。 

○生涯学習課長（澤田宗順君） はい、当時議

会のほうに御説明させていただいたときの資料

と同様のものというふうに、同様のものです。 

○委員（堀口 晃君） はい、委員長。 

○委員長（中村和美君） 堀口委員。 

○委員（堀口 晃君） もう私も一般質問で何

回も言いますけれども、この中については非常

におかしい部分がございましたでしょう、私が

言いましたように。 

 その中においては、利便性の中において、な

ぜ厚生会館がバツなのかというふうな話、パト

リア千丁はなぜ丸なのか。利便性においては丸

とかバツとかっていうような部分をつけるなら

ば、利便性においては厚生会館のほうがよほど

利便性がある、そしてそれがバツである、こう

いったものはおかしいんじゃないかっていうふ

うなお話をさせていただきました。こういった

資料をもとにお話をさせていただくと、どうし

てもパトリア千丁になってしまうじゃないです

かっていうようなお話をさせていただきまし

た。できない、できない、できない、パトリア

千丁だけオーケーですよ。 

 しかもその中においては、位置的なものにつ

いても基準が全く違うという状況がございまし

た。１つは、厚生会館は、人口集中地域にある

ということ、それで適していると。今度は、パ

トリア千丁については、市域全体で考えると中

心部であり適しているっていう、こういうお

話。ところが、鏡文化センターは、市の北西に

位置し余り適さないという。千丁とですね、鏡

という部分については、こっちより、市役所よ

りも近いところにあるんですよ、市の中心、全

体的に考えるなら当然鏡もそういうようなとこ

ろになるんじゃないですか。 

 そういうね、こういう間違った情報であった

りとか、恣意的とは言いませんけれど、意図的

にね、パトリア千丁に持っていくような会議が

果たして有効かどうかっていうことが私が疑問

に思ってるところです。そこについてはです

ね、やはりもう少し精査する必要もあります

し、そこはもう１回考えてもらわないといけな

いんじゃないかなと思いますね。 

 こんな資料で説明をされたなら、その委員の

人たちは、そうですね、そうですね、じゃあパ

トリア千丁にするしかないですねっていう、答

えるしかないような資料をもとに会議を進めら

れたって、そこしかないですもん。こんな資料

をもとに、議論がなされたっていうこと自体、

私は会議の意味がないような気がします。意図

的につくられた、パトリア千丁につくるんだと

いうふうな状況の中でつくられたこの資料につ

いて、私は認めるわけにはいきません、この資

料で審議されたならば。もっと違う視点でお話

をされたならば、私はええかと思いますけれど

も、それ以外の部分については、これについて

は、もう本当に意図的に、千丁のパトリア千丁

につくるんだということが明快であります。 

 こんな資料で会議をされたっていうことにつ

いては、私はまだおかしいというふうに思いま

す。 

○委員長（中村和美君） はい、宮村教育部

長。 

○教育部長（宮村博幸君） はい。澤田生涯学

習課長のほうから、全ての会議が３月、ことし

３月にこの委員会で説明をされた資料と同様の

ものだという説明をいたしましたが、基本的に

は流れっていいましょうか、中身はそう変わっ
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てはおりません。しかし今、堀口委員御指摘が

ございました位置の問題、それから位置が適し

ているかどうかという部分、使い勝手の問題に

つきましては、訂正を加えております。これに

つきましては、５月以降の会議におきまして

は、訂正を加えたもので説明をさせていただい

ております。 

 厚生会館が利便性の上でバツになっておりま

したところは、二重丸という形に、評価の部分

でございますが、形はさせていただいたところ

でございます。 

○委員（堀口 晃君） はい、いいですか、委

員長。 

○委員長（中村和美君） はい、堀口委員どう

ぞ。 

○委員（堀口 晃君） それは、文教福祉委員

会にはそういう資料なんか見せていただいても

ないですよね。きょう、このペーパー１枚です

よね。なおかつ、その八代市（中央）公民館体

制の基本的方針案というのも、私たちはまだ見

せてもらってもいないですよね。 

 こういう状況についてはね、説明責任という

ふうについて、きょう何をお話しなさろうとし

ているのか。こういう経過ですよ、だから平成

２８年４月にコミュニティセンター化をして、

そしてパトリア千丁に中央公民館を持っていき

ますよ、これを説明しましたっていう、これだ

けなんですか。意見を聞くとかそういったやつ

はないんですかね、ここでは。何をもって、こ

こで意見を聞いて、どうしたいんですかね。私

たちが文教福祉委員会として、どんな意見をお

望みになってる、これでオーケーですよという

ことをお望みになっているのか、もう少し意見

を聞かせてくれというふうにおっしゃってらっ

しゃるのか。 

 それならば、先ほど改ざん、改ざんとは言い

ませんが、書き直しをされた部分、最初の説明

とは大きくは変わってないけれども、幾つかは

訂正をしたと。訂正した分は、私たちに何も見

せてもらってないじゃないですか。そして案

も、私たちに、基本的方針案も私たちには見せ

てもらってない。こういう状況の中で、来年の

４月にはオープンします、パトリア千丁につく

ります、そして基金を使わせていただきます、

こういった話はおかしい話ですよ。 

 まず最初に、訂正した分、私はその訂正し

た、それが最初のやつとは違うならば改ざんし

たってしか私は言いようがないですよね。改ざ

んしたやつをまた見せてっていうような、私た

ちに一番最初に出したやつを変更されたわけで

すよね、それを私たちに見せてもらってない

し、何も聞いてない。なおさら、この部分につ

いては、基本的方針案も私たちには何も示され

てない。ただ今回、このペーパー１枚だけです

よ。 

 何をお聞きになりたいのか、何を審議しても

らいたいのか、これ。それを聞かせてくださ

い。 

○教育部長（宮村博幸君） はい、委員長。 

○委員長（中村和美君） はい、宮村教育部

長。 

○教育部長（宮村博幸君） はい。今回、政策

決定をしたということでの御報告をさせていた

だきたいというのがまず第一義にございます。

きょう、また厳しい御意見をいただいておると

ころでございますが、今後ですね、方針決定の

後、今いただきました御意見をどのように反映

させるかということになりますけれども、しっ

かり受け止めまして、まずは御指摘がありまし

た訂正をいたしました資料につきまして、御説

明をさらにしなくちゃいけないのかなというふ

うに思っております。 

○委員長（中村和美君） よろしいですか。 

○委員（堀口 晃君） はい、委員長。 

○委員長（中村和美君） はい、堀口委員。 

○委員（堀口 晃君） それも１つですけれど
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も、今、先ほどいただきました、ここに報告が

ありました八代市（中央）公民館の体制の基本

的方針案というのはどこにあるんですか。これ

がこれですか。（｢いえ」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） はい、どっちいく

か。 

 はい、澤田生涯学習課長。 

○生涯学習課長（澤田宗順君） はい。今、御

意見がありましたこの八代市（中央）公民館体

制の基本的方針の資料について、よければ配付

させていただきたいというふうに思いますが、

よろしゅうございますでしょうか。 

○委員（堀口 晃君） 委員長。 

○委員長（中村和美君） はい、堀口委員。 

○委員（堀口 晃君） 政策会議で決定をした

っていうなら、これを決定させていただきまし

たっていうことで、最初に資料を配る必要があ

るんじゃないですか。言われてから配るんじゃ

なくて、最初にこれを、こういうふうなことで

政策会議で決定をされましたので、一読お願い

しますというところが、まず最初にそれがない

といけないんじゃないですか。この基本的方針

についての説明をした後にでもこうやって、

今、部長がおっしゃられた政策会議でこういう

ことで決定されましたっていうような話をきょ

うここでしたいっていう話ならば、じゃあ何を

もって政策会議で決定されたのっていう、その

資料がないことには私たち判断も何もできない

じゃないですか。それについて意見も述べられ

ないじゃないですか。 

○委員長（中村和美君） それはいつ、書類は

後日。（｢いや」と呼ぶ者あり）持ってきてあ

る。（｢はい、持ってきております」と呼ぶ者

あり） 

 澤田生涯学習課長。 

○生涯学習課長（澤田宗順君） はい、持っ

て、準備をしております。 

○委員長（中村和美君） はい、小会します。 

（午後０時１８分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後０時２２分 本会） 

○委員長（中村和美君） 本会に戻します。 

 ただいま澤田生涯学習課長より八代市（中

央）公民館体制の基本的方針ということで資料

をいただきました。 

 堀口委員。 

○委員（堀口 晃君） はい。今初めてです

ね、この八代市（中央）公民館体制の基本的方

針というやつをいただきましたので、きょうも

らったばかりですので、これからですね、ゆっ

くりこれを読ませていただいて、今度１１月に

は条例改正案の教育委員会から提案があるって

いうことでございます。この間の中でですね、

いろいろなまた教育委員会の皆さんとの議論が

あるんだろうと思いますんで、きょうは、ここ

は私は持って帰って勉強させていただきたいと

いうふうに思ってます。 

○委員長（中村和美君） はい。それではよろ

しゅうございますでしょうか、皆さん。（｢は

い、いいです」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） はい、堀委員。 

○委員（堀 徹男君） はい、ちょっとまた確

認させておいてください。 

 先ほど堀口委員がおっしゃったですね、３月

９日の文教福祉委員会のときの委員会の資料の

中についているやつが、パトリアとか厚生会館

とかですね、４カ所の分に関して、八代市教育

委員会の勉強会、公民館運営審議会、社会教育

委員会等々でっていう説明があったということ

なんですけれど、本当おっしゃるとおりです

ね、４つの施設とも、どこを公民館というふう

にしても社会教育法の制限がかかって利用者が

偏って、市民としては使い勝手が悪い施設とな

るっていうのがですね、これハーモニーホール

だけしか書いてないんですよね。本当にほかの

３カ所、この資料を使って説明されたとなれ
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ば、例えば社会教育委員の皆さんの会議でされ

たときとかっていうのは、本当にその真意がう

まく伝わってないんじゃないかなっていうふう

に思うんですけれどもね。 

 本当にこの資料、先ほど宮村部長がおっしゃ

ったのは、ある程度改正してからの会議ってい

うのは、５月以降の会議では、資料に訂正を加

えてお諮りされているっていうことで、きょう

のこの資料でいくとですね、（６）の教育委員

会の勉強会とか、公民館の運営審議会とか、社

会教育委員会というのは、いつごろされてたん

ですかね。これも５月の変わった会議の資料で

されてるんですかね。 

○委員長（中村和美君） はい、澤田生涯学習

課長。 

○生涯学習課長（澤田宗順君） 先ほど申しま

した教育委員会の勉強会は、ことしの１月と２

月に行っております。それから、公民館運営審

議会につきましては１月、社会教育委員会につ

きましても１月ということで説明を行わせてい

ただいております。 

○委員（堀 徹男君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、堀委員。 

○委員（堀 徹男君） で、文教福祉委員会は

３月にやったですよね。ということは、もう既

にそのときの勉強会のときには、もうこの３月

９日に我々がいただいた資料で検討されてたと

いうことですかね。 

○教育部長（宮村博幸君） 委員長。 

○委員長（中村和美君） はい、宮村教育部

長。 

○教育部長（宮村博幸君） はい、おっしゃる

とおりでございます。（委員堀徹男君「はい、

わかりました」と呼ぶ） 

○委員長（中村和美君） はい、堀委員。 

○委員（堀 徹男君） はい、じゃあ後でまた

研究してから。 

○委員長（中村和美君） はい、それでは…… 

○委員（堀口 晃君） 委員長、ちょっといい

ですか。 

○委員長（中村和美君） はい、堀口委員。 

○委員（堀口 晃君） 私、今、ちょっと気づ

かせていただいて、まあ後でゆっくり見させて

いただこうと思って、今、先ほどの施設利用評

価の部分についてちょっと見させていただいた

中に、今回はパトリア千丁の部分の位置的につ

いては、前も二重丸でしたけれども、厚生会館

も二重丸、二重丸になっているんですけれど

も、この位置的については二重丸の意味がよく

わからないですよね。どこを基準として位置的

な部分をしているのか、あるいは人口集中の部

分でしてるのかという部分については、全部二

重丸っていうのはおかしい話だし、そしてなお

かつ、利便性についても厚生会館はなぜバツ

で、利便性についてパトリア千丁はなぜ丸なの

か。 

○委員長（中村和美君） いいですか、今度。 

○委員（堀口 晃君） まあ、こういうふうな

ところが、私、今、見受けられましたんで、こ

ういうところも今後ですね、話をしたいと思っ

てます。以上です。 

○委員長（中村和美君） 先ほどのとおりで

す。１１月、また文教福祉委員会へ出てくると

思いますので、そのときに十分ですね、してい

ただくようにお願いを申し上げて、よろしいで

しょうか、皆さん。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、これで八

代市（中央）公民館体制の基本的方針について

を終了します。 

 そのほか、当委員会の所管事務調査について

何かありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） 以上で所管事務調査

２件についての調査を終了いたします。 

 次に、閉会中の継続審査及び調査の件につい
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て、お諮りいたします。 

 所管事務調査２件については、なお審査及び

調査を要すると思いますので、引き続き閉会中

の継続審査及び調査の申し出をしたいと思いま

すが、これに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 しばらく小会します。はい、御苦労さまでし

た。（｢どうもありがとうございました」「失

礼しました」と呼ぶ者あり） 

（午後０時２７分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後０時４４分 本会） 

○委員長（中村和美君） はい、本会に戻しま

す。 

 次に、本委員会の派遣承認要求の件について

お諮りいたします。 

 本件については、３月２０日の本委員会にお

いて、平成２７年５月２０日から２２日までの

３日間、行政視察に参ることとし、お諮りした

ところですが、その後、日程を再調整させてい

ただいたことにより、本日再度お諮りいたしま

す。 

 本委員会は、平成２７年７月２８日から３０

日までの３日間、教育に関する諸問題の調査、

保健・福祉に関する諸問題の調査のため、東京

都武蔵野市、埼玉県川越市、東京都中野区へ行

政視察に参ります。このことについて、議長宛

て派遣承認要求の手続をとらせていただきたい

と思いますが、これに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） はい、御異議なしと

認め、そのように決しました。 

 以上で本日の委員会の日程は全部終了いたし

ました。 

 これをもって文教福祉委員会を散会いたしま

す。お疲れさまでございました。（｢お疲れさ

までした」と呼ぶ者あり） 

（午後０時４５分 閉会） 

 

八代市議会委員会条例第３０条第１項の規定に

より署名する。 

    平成２７年６月３０日 
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